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資

料
委

員

会

こ
れ
ま
で
本
会
で
所
有
し
て
い
た山

岳
的
賓
料
の
中

、

図
書
や
フ
ィ
ル
ム
は

そ
れ
ぞ
れ

、

図
芯
委
員
会
、

フ
ィ
ル
ム

委
員
会
で
保
管
整
理
が
行
な
わ
れ
て
来

た
が
、
様
々
の
装
備
や
山
の
石
、
絵

画
、

剥
製
、
手
紙

、

原
稿
記
念
写
真

な
ど
は

、

そ
の
時
に
応
じ
て
関
係
者
が

受
入
れ
て
い
た
た
め、

こ
れ
ま
で
完
全

な
リ
ス
ト
も
な
く

、

ま
た
何
時
、
誰

が
、

何
処
で
入
手
し

、

あ
る
い
は
寄
贈

さ
れ
た
か
も
分
か
ら
な
い
も
の
が
多

く
、

ル
ー
ム
引
越
の
際、

行
方
不
明
に

な
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

日
本
の
山
岳
界
も
明
治
の
ア
ル
ビ
ニ

ズ
ム
の
甜
明
け
以
来
、
百
年
以
上
を
経

過
し
、

今
で
は
歴
史
的
に
も
意
義
の
あ

る
資
料
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
は
何

処
か
で
積
極
的
に
保
管
整
理
し
、
あ
る

い
は
収
集
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て

、

そ

資
料
委
員
会

れ
が
な
け
れ
ば
永
久
に
埋
も
れ
て
し
ま

う
可
能
性
も
あ
る
。

本
会
で
は
昭
和
六
十
年
の
創
立
八
十

周
年
記
念
展
の
頃
か
ら、

資
料
保
存
の

必
要
性
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

、

当

時
の
佐
々
会
長
を
中
心
に
「
山
岳
博
物

館
を
考
え
る
4き
が
作
ら
れ

、

資
料
の

リ
ス
ト
作
り
や、

収
集
活
動
が
始
め
ら

れ
た
。
同
時
に
ス
ペ
ー
ス
的
に
ル
ー
ム

に
展
示
で
き
な
い
資
料
は
大
町
山
岳
博

物
館
や
松
本
ア
ル
プ
ス
山
岳
館
に
寄
託

の
上
、

展
示
し

て
頂
く

交
渉
も
始
め
ら

れ
た
。
こ
れ
ら
の
経
緯
は
度
々
会
報
に

も
報
告
さ
れ
、
今
年
に
入
っ
て、

一
応

の
整
理
と
、
第

一
次
寄
託
が
完
了
し
た

概
要
は、
会
報
瑯
号
以
下
に
記
さ
れ
た

通
り
で
あ
る
。

し
か
し
今
後
、

益
々
貨
重
と
な
る
ペ

き
、

こ
れ
ら
資
料
に
つ
い
て
は
、
日
本

の

発
足

回

想
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山
岳
会
と
し
て
も
沢
任
を
持
っ
て
整
理
え
ら
れ
る
資
料
に
つ
い
て
も
調
査
し

、

保
管
す
べ
き
で
あ
り

、

国
内
外
の
諸
機
積
極
的
な
収
集
活
動
も
行
な
う
。
こ
の

関
と
の
資
料
に
関
す
る
連
絡
に
当
っ
て
場
合
、

現
状
で
は
こ
れ
ら
を
ルー
ム
に

も
指
苺
的
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
展
示
す
る
こ
と
は
場
所
的
に
無
理
で
あ

う
。
そ
れ
に
は
有
志
の
集
り
以
上
の
組
る
が
、

前
記
大
町
や
松
本
に
は、

な
お

織
作
り
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
広
い
展
示
ス
ペ
ー

ス
や
倉
庫
も
あ
り
、

見
地
か
ら

、

衰
料
委
貝
会
の
発
足
が

、

受
入
態
勢
も
整
っ
て
い
る
の
で、

展
示

今
年
六
月
の
理
事
会
で
諮
決
さ
れ
た
。
に
関
し
て
は
後
者
に
期
待
し
た
い
。
こ

こ
の
発
足
に
当
っ
て、

今
西
会
長
や
の
件
に
関
し
高
山
忠
四
朗
名
誉
会
員
に

佐
々
前
会
長
の
ご
尽
力
の
あ
っ
た
こ
と
ご
尽
力
頂
い
た
こ
と
を
報
告
し
て
お

を
つ
け
加
え
さ
せ
て
頂
き
た
い
。
く
。
④
将
来
の
こ
と
を
考
え
る
場
合

、

資
料
委
員
会
の
活
動
の
内
容
は、
差
歴
史
的
意
義
が
小
さ
い
と
思
わ
れ
る
単

当
り
次
の
四
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
①
な
る
贈
物

、

説
明
不
十
分
な
石
な
ど
の

総
務
委
に
属
す
る
財
務
委
と
同
様、

本
賓
料

、

お
よ
び
同
型
の
も
の
が
多
数
あ

会
所
有
の
諸
資
料
に
つ
い
て
保
管
整
理
る
ス
キ
ー
な
ど
、
保
存
す
る
に
値
し
な

を
行
な
う
。
こ
の
た
め
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
い
と
考
え
ら
れ
る
資
料
は
処
分
す
る
必

ー
に
も
仕
様
・

来
歴
な
ど
打
ち
込
ん

．

で
、

様
々
の
要
望
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
。
②
現
在
、
本
会
が
所
有
す
る

諸
資
料
に
つ
い
て、

さ
ら
に
詳
し

く
来

歴
や
意
義
を
調
査
し
、

ま
た
箱
や
袋
に

蔵
っ
て
お
く
だ
け
で
な
く

、

台
座
や
額

緑
に
収
め、

展
示
利
用
し

易
く
す
る
。

③
山
岳
界
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
と
考

2
3
4

六
六
五
九

要
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
改
め
て

公
示
を
し
て
来
歴
を
尋
ね
た
り、

バ
ザ

ー
を
開
い
て
希
望
者
に
譲
る
な
ど
の
方

式
を
検
討
中
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
行
な
う
に
当
り、

図
む
・

フ
ィ
ル
ム
の
他、

高
所
登
山
・

科
学
研
究
・

医
療
あ
る
い
は
海
外
等
各

委
員
会
の
協
力
が
必
要
な
こ
と
は
勿
論

で
あ
る
が

、

各
会
員
に
お
か
れ
て
も、

何
処
に
ど
ん
な
資
料
が
あ
る
と
か、

手

元
に
こ
ん
な
資
料
が
あ
る
等、

精
々
い

ろ
い
ろ
な
情
報
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
頂

き
た
い
と
期
待
し
て
い
る
。
さ
ら
に
山

岳
的
賓
料
に
関
心
を
持
た
れ
る
有
志
の

方
が
お
ら
れ
れ
ば
、

こ
の
際
ぜ
ひ、

委

貝
と
し
て
加
わ
っ
て
頂
き
、
共
に
国
際

的
に
も
意
義
の
あ
る
山
岳
資
料
の
整
備

を
行
な
っ
て

、

次
の
世
代
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
希
望
し
て
い
る
。

現
在
沢
料
委
員
会
の
メ
ン
パ
ー
は
左

記
の
通
り
で
あ
る
。
坂
倉
登
喜
子、

松

田
雄
一
、
＊
中
村
純
二
、
平
柳
一
郎、

~
織
田
沢
美
知
子、

梅
野
淑
子、

勝
山

康
雄
‘
[
佐
々
保
雄
]
(
＊
委
只
長、

”
担
当
理
事、

[
]
オ
プ
ザ
ー

バ
ー

（中
村
純
二
）

私
は
、
昭
和
十
四
年
八
月

、

穂
高
の
こ

と

が
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
は
太
平
洋
戦

北
尾
根
五
峰
で
遭
難
し
た
ド
イ
ツ
人
の
争
勃
発
の
直
前
で、
ノ
モ
ン
ハ
ン
の
事
．

学
生
カ
ー
ル
・

ビ
ル
ス
さ
ん
を
救
っ
た
件
が
お
き

、

東
京
で
は
ネ
オ
ン
全
廃

、

安
彦

六

郎

(1) 



2
0
女
性
の
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
は
廃
止
と
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
申
し
出
た
の
で
お
願

た
。
い
し
五
峰
に
む
け
て
出
発
し
た
。

ー

．
カ
ー
ル
・
ビ
ル
ス
さ
ん

は
日
独
交
換
幸

い
に
も
五
峰
ま
で
の雷
渓
は
雷
明

ー

学
生
と
し
て
来
日
さ
れ
た
一
人
で
、
こ
り
で
ラ
イ
ト
を
必
要
と
し
な
い
ほ
ど
だ

7
 
8
 

, 
の
と
き
は
友
達
三
人
で
穂
高
縦
走
を
計
っ
た
。
早
速
、
五
峰
の
中
腹
に
い
た
外

ー
, 

画
し
、
岳
沢
か
ら
頂
太
郎
新
道
を
経
て
人
の
学
生
二
人
を
四、
五
峰
コ
ル
に
下

。
5
 

山

前
穂
高
岳
に
登
り
、
吊
尾
根
か
ら
奥
穂
ろ
し、

私
達
の
メ
ン
パ
ー
ニ
人
を
つ
け

『
高
岳
に
出
て
、
第
一
日
目
は
穂
高
岳
山
て
涸
沢
の
幕
営
地
ま
で
下
ろ
し
た
。

紐
荘
に
泊
る
予
定
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
と
残
り
の

一
人
（注
四
）、
こ
れは
五
峰

韮
こ
ろ
が、

前
穂
商
岳
で
コ
ー
ス
を
間
違
末
端
の
シ
ュ
ル
ン
ド
に
転
落
し
て、
後

這
え

、

北
尾
根
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し
頭
部
と
胸
を
打
っ
て
い
る
の
で
、
負
傷

0
1
い
。
そ
し
て

、

な
ん
と
か
四
峰
を
く
だ
個
所
を
か
ば
い
な
が
ら
雪
渓
の
上
に
引

っ
た
頃
か
ら
極
度
の
緊
張
に
よ
る
疲
労
き
上
げ
た
。
し
か
し

、

た
い
へ
ん
な
時

の
た
め
か
コ
ー
ス
が
わ
か
ら
な
く
な
間
が
か
か
っ
た
の
で
、
涸
沢
の
茄
営
地

り
、
そ
の
う
え
夕
荘
れ
に
な
っ
て
き
た
に
下
ろ
し
た
と
き
は
明
け
方
ち
か
く
に

こ
と
も
か
さ
な
り

、

だ
い
ぶ
あ
せ
っ
て
な
っ
た
。
上
荘
地
か
ら
あ
げ
た
戸
板
で

五
峰
に
と
り
か
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
下
ろ
し

、

松
本
の
病
院
に
入
院
さ
せ

、

そ
の
こ
ろ
涸
沢
の
岩
小
舎
上
部
で
幕
運
よ
く
一
カ
月
余
り
で
退
院
す
る
こ
と

営
を
し
て
い
た
私
達
の
メ
ン
バ
ー
の
一
が
で
き
た
。
ビ
ル
ス
さ
ん
が
元
気
な
姿

人
が

、

五
峰
の
登
り
に
か
か
っ
て
い
る
で
私
の
と
こ
ろ
へ
挨
拶
に
み
え
た
の
は

梱
中
電
灯
の
明
り
を
見
て
、
「
今
ご
ろ
、
九
月
の
下
旬
で
あ
る
（
注
五
）
。

あ
ん
な
所
を
歩
い
て
い
る
の
は
岩
楊
に
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
ド
イ
ツ
に
帰
国

慣
れ
た
学
生
な
の
だ
ろ
う
か
？
」
（
注
さ
れ
る
と
、
戦
車
隊
に
は
い
っ
て
奮
戦

一
）
と、

話
を
し
て
い
る
う
ち
に、

そ
し

、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー

ド
で
戦
死
さ
れ
た

の
領
灯
が
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
よ
う
で
あ
る
。

た
。
穂
砧
で
救
っ
て
あ
げ
た
の
に
、
何
と

こ
れ
は
変
だ
と
い
う
予
感
が
し
た
の
も
傍
な
い
も
の
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
。

で
、
急
き
ょ
私
達
の
メ
ン
バ
ー

（
注
な
お
、
こ
の
と
き
手
伝
っ
て
い
た
だ

二
）
の
う
ち
の
二
人
を
現
場
に
急
行
さ
い
た
一
店
の
学
生
は
中
村
徳
郎
君
で
あ

せ
て
調
べ
る
と
、
三
人
の
外
人
が
遭
難
り

、

こ
の
方
も
中
支
戦
線
に
同
じ
戦
車

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
隊
と
し
て
出
征
し
て
戦
死
さ
れ
た
こ
と

私
達
が
急
い
で
救
援
の
準
備
を
整
を

、

戦
没
学
生
の
手
記
（
注
六
）
、
東

え
、
出
発
し
よ
う
と
し
た
と
き

、

私
達
大
出
版
の
『
聞
け
、
わ
だ
つ
み
の
声
』

の
テ
ン
ト
の
下
で
幕
営
を
し
て
い
た
三
で
知
っ
た
。

人
（
注
三
）
の
一
高
の
学
生
の
な
か
か
ビ
ル
ス
さ
ん
を
涸
沢
の
幕
営
地
か
ら

ら
一
人
が
出
て
き
て
「
私
も
手
伝
わ
せ
戸
板
で
下
し
た
も
う
一
人
は

、

い
ま
の

.......................................

.....

.............................................................. 

上
に
立
っ
た
。
こ
の
二
人
は
八
三
年
に
は
プ
ロ
ー
ド
ピ
ーi

―襲
瓢
幽

い
j
J
O
四
で
戸
い
は

J
V汀
且
＂
旦

る
。
本
人
達
に
そ
う
い
う
意
識
は
な
か
っ
た
ろ
う
が

、

八

i

i

八
千
メ
ー
ト
ル
に
挑
む
女
性
た
ち

一
年
に
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
に
登
っ
た
田
部
井
淳
子、

ア
ン
ナ
~

i
ワ

ン
ダ
・

ル
ト
キ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
四
つ
目
の
八
千
＂
り
峰
プ
ル
ナ
（
八0
九
一
"
"‘七
八
年
）、
チ
ョ
ー
オ
ユ
ー
（
八
i

~
に
登
っ
た
、
メ
ス
ナ
ー
、

ク
ク
チ
カ
の
二
人
が
す
で
に
八
二

0
"い、
八
四
年
）
に
登
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
ヴ
ェ
ラ
・

コ

~

四
丁
ぶ
峰
十
四
座
を
完
登
し
た
と
は
言
え

、

四
十
四
オ
の
女
マ
ル
コ
ヴ
ァ
、
夫

と
共
に
ガ
ッ
シ
ャ
プ
ル
ム
I
l峰
（
八
〇

i

亡
性
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
を
四
峰
も
手
中
に
す
る
三
五
＂
べ
八
二
年
）
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
（
八
四
年
）
に

~

~
と
は
一
昔
前
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ク
立
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
リ
リ
エ
ン
ヌ
・
バ
ラ
ー
ル
と
並
び
、
~

文
ッ
チ
カ
が
十
四
座
目
の
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
（
八0
―
二"
m
)

ル
ト
キ
エ
ヴ
ィ
ッ
チ
と
パ
ル
モ
フ
ス
カ
は
こ
の
時
点
で
八
i

丁
を
西
稜か
ら
登
っ
た
九
月
十
八
日
以
降

、

同
じ
隊
の
メ
ン
千

2
;を
二
つ
登
っ
た
数
少
な
い
女
性
の
一
人
と
な
っ
た
。

i

i
バ
ー
だ
っ
た
ル
ト
キ
エ
ヴ
ィ
ッ
チ
も
登
頂
に
成
功
し
た
と
三
つ
目
の
八
千

"
a
は
十
三
人
も
の
優
れ
た
ク
ラ
イ
マー

i

が
犠
牲
と
な
っ
た
昨
年
六
月
のK
2

の
悲
劇
の
中
で
達
成

i

亡
伝
え
ら
れ
る
。

i
ヮ
ン
ダ
・

ル
ト
キ
ェ
ヴ
ィ
ッ

チ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
最
初
さ
れ
た
。
ル
ト
キ
ェ
ヴ
ィ

ッ
チ
は
モ
ー
リ
ス
、
リ
リ
エ
ン

~

iの
成
功
は
、
一
九
七
五
年、

未
踏
峰
と
し
て
は
当
時
世
界
ヌ
の
パ
ラ
ー
ル
夫
妻
ら
三
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
と
南
東
稜
かi

五
最高
峰
の
カ
ラ
コ
ル
ム
の
ガ
ッ
シ
ャ
プ
ル
ム
皿
峰
（
七
九
ら
世
界
第
一一
の高
峰
に
挑
み、

ト

ッ
プ
で
頂
上
に
達
し

i

ご
一
五
＂
い
）
を
仲
間
の
ア
リ
ソ
ン
・
オ
ニ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ

チ
と
た
。
リ
リ
エ
ン
ヌ
も
三
つ
目
の
八
千
＂
ば
ッ
て
つ
。
へ
ん
に
立~

i登
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し

、
そ
の
名
が
世
界
に
知
ら
っ
た
が

、

悪
天
を
つ
い
て
下
山
の
途
中

、

夫
と
も
ど
も
転

i

~
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

、

一
九
七
八
年
十
月
西
ド
イ
ツ
落
死
し
た。

i
•フ
ラ
ン
ス
合
同
隊
に
参
加
し
て
エ
ヴ
ニ
レ
ス
ト
に
登
っ
「
女
性
ク
ラ
イ
マー
の
成
功
の
ほ
と
ん
ど
は
（
男
性
で
i

iた
初
め
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
女
性
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
）
。
ハ
ー
ト
ナ
ー
の
成
功
だ
わ
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
つ

~

文
口
本の
田
部
井
淳
子

、

中
国
の
渚
多
に
次
ぐ
、
最
高
峰
の
い
て
語
る
な
ら
男
性
隊
の
中
の
女
性
と
女
性
だ
け
の
隊
のi

了
女
性
第
三
登
だ
っ
た
。
当
時
＿
二
十
五
オ
の
ル
ト
キ
エ
ヴ
ィ
区
別
に
つ
い
て
も
っ
と
論
議
さ
れ
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
のi

~
ッ
チ
は
サ
ウ
ス
.
n

ル
か
ら
誰
の
サ
ボ
ー
ト
も
受
け
ず
、
二
年
前
の
秋

、

メ
ス
ナ
ー
の
居
城
で
行
わ
れ
た
：
ヒ
マ
ラ
~

;
男
の
メ
ン
バ
ー
と
ロ
ー

。
フ
も
結
ば
ず
に
登
っ
た
の
で
あ
ヤ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
」
に
た
だ一
人
女
性
と
し
て
参
加
し
た
i

て
る
。
そ
の
後
、
ソ
連
の
山
で
遭
難

、

一
時
松
葉
杖
を
使
う
ル
ト
キ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
そ
う
発
言
し
て
い
る
。

~

エ
生
活
が
続
い
た
が
八
二
年
に
は
女
性
隊
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
確
か
に

、

ル
ト
キ
エ
ヴ
ィ
ッ
チ
を
中
心
と
す
る
ボ
ー
ラ
~

ご
J
K
2
に
挑
戦、

一
人
が
心
不
全
で
急
死
す
る
事
故
に
天
ン
ド
の
女
性
ク
ラ
イ
マ
ー
の
高
峰
で
の
登
攀
力
に
は
目
を

~

竺
恢
悪
化
が
加
わ
り
、
断
念
し
て
い
る
。
見
張
る
も
の
が
あ
る

。
た
だ

、

結
果
的
に
困
難
な
条
件
の
i

”
八

五
年
に
は
や
は
り
ボ
ー

ラ
ン
ド
女
性
隊
と
し
て
ナ
ン
下
で
の
登
攀
が
多
い
せ
い
か

、

周
辺
に
事
故
も
目
立
つ
。

i

:
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
に
向
か
い

、

深
い
雪
と
悪
天
侯
の
中
を
二
「
私
達
は
自
分
達
の
楽
し
み
で
登
っ
て
い
る
だ
け
」
と
いi

二
度
目
の
ア
タ
ッ
ク
で
二
人
の
仲
間

、

ア
ン
ナ
・

チ
ェ
ル
ヴ
う
ル
ト
キ
エ
ヴ
ィ

ッ
チ
が

、

ど
の
よ
う
に
息
の
長
い
山
登
i

i
ィ
ン
ス
カ
、

ク
リ
ス
テ
ィ
ナ

・
パ
ル
モ
フ
ス
カ
と
共
に
頂
り
を
実
践
す
る
か
注
目
し
て
い
き
た
い
。
（

江
本
嘉
伸
）
~

••• 

(2) 
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西
穂
山
荘
の
村
上
守
さ
ん
で
あ
る
。

注
一
1
1
当
時
は
北
ア
ル
プ
ス
で
の
学
生

山
岳
部
の
登
攀
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
四
年
七
月
二
十
二
日
に
は
松

商
の
恩
地

、

大
品
の
両
君
が
五
峰
正

面
の
中
央
フ
ェ
ー
ス
に
と
り
つ
い
た

が
、

む
ず
か
し
い
た
め
右
に
巻
い
て

頂
上
に
出
て
い
る
。
松
商
は
こ
の
年

の
七
月
に
四
回
も
北
尾
根
に
は
い
っ

て
い
る
。

注
二
1
1
昭
和
七
年
こ
ろ
か
ら
昭
和
十
五

年
こ
ろ
に
か
け
て
社
会
人
で
組
織
す

る
山
岳
団
体
の
全
盛
期
で
あ
っ
た
。

登
歩
渓
流
会
、

独
標
登
高
会
、
山
岳

巡
礼
ク
ラ
プ
、
東
京
朝
霧
山
岳
会、

東
京
辿
路
山
岳
会
、

雲
表
ク
ラ
プ

等
々
。
当
時
、
神
田
駿
河
台
下
に
丸

善
書
店
が
あ
り
、
そ
の
隣
り
に
運
動

具
店
の
同
人
社
が
あ
っ
て
、
こ
こ
に

私
達
の
山
仲
間
の
事
務
所

、

雪
線
山

岳
会
を
お
い
た
。
会
員
に
は
一
般
の

方
や
学
生
、
そ
れ
に
毎
日
新
聞
社
員

も
多
か
っ
た
。
こ
の
八
月
の
と
き
は

会
員
七
名
で
涸
沢
岩
小
舎
上
部
で
窮

営
を
し
て
い
た
。

注
三
1
1
あ
と
の
二
人
に
は
手
伝
っ
て
頂

け
な
か
っ
た
。

注
四
1
1
後
頭
部
と
胸
を
打
っ
て
い
る
の

で
、

そ
れ
を
か
ば
い
な
が
ら
五
峰
か

ら
幕
営
地
ま
で
の
長
い
営
渓
を
下
ろ

す
こ
と
は

、

な
か
な
か
大
変
な
こ
と

で
あ
っ
た
。
翌
日
、
中
村
徳
郎
君
に

涸
沢
槍
の
登
攀
を
誘
わ
れ
た
が
、
そ

れ
を
こ
と
わ
り
、
雪
渓
に
散
乱
し
て

い
る
ザ
ッ
ク
、
カ
メ
ラ
、
シ
ャ
ツ
、

手
板

、

新
し
い
ザ
イ
ル
、

n

ッ
ペ
パ

ン
、

帽
子

、

手
袋
、
等
々
を
拾
い
集

め
て
届
け
る
。

注
五
1
1
当
時
、
私
は
東
京
市
役
所
に
勤

め
て
い
た
の
で
、
東
京
駅
前
か
ら
三

越
の
送
迎
バ
ス
で
三
越
に
行
き
、
食

堂
で
種
々
お
話
を
伺
っ
た
。

注
六
1
1
悪
歩
の
よ
う
な
戦
争
は
終
っ
た

が
、
招
集
さ
れ
た
岳
友
は
現
地
に
着

く
前
に
、
ほ
と
ん
ど
が
輸
送
船
内
で

爆
撃
に
あ
い

、

悲
し
く
も
帰
ら
な
か

っ
た
。
私
は
昭
和
二
十
一
年
五
月
、

銀
座
を
歩
い
て
い
る
と
き
、
偶
然
、

昔
の
会
員
に
会
い
、
東
大
出
版
の

『
聞
け
、

わ
だ
つ
み
の
声
』
に
穂
高

の
北
尾
根
の
こ
と
が
出
て
い
る
と
聞

い
た
。

中
国
辺
境
の
旅
（
全
八
巻
）

陳
舜
臣
編
集
・

解
説

昨
年
二
月
第
一
巻
が
発
行
さ
れ、

こ

の
ほ
ど
全
巻
が
揃
っ
た
の
で
各
巻
を
筒

単
に
紹
介
す
る
。

動
乱
の
渦
中
に
あ
っ
た
当
事
者
や
ア

ジ
ア
の
人
々
の
視
点
が、

従
来
の
探
検

シ
リ
ー
ズ
に
な
い
問
題
を
提
起
し
て
い

て
興
味
深
い
。

山の外海~
ブ
ー
タ
ン
か
ら
帰
っ
て
き
た
登
山
隊
の
多
く
は
、
自
分

ご
達
が
登っ
た
山
の
標
高
に
疑
問
を
感
じ
て
い
る
ら
し
い
。

：プ
ー
タ
ン
の
山
は
、
ど
う
も
、
従
来
か
ら
言
わ
れ
て
き
た

i
ほ
ど
高
く
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
な

iる
ほ
ど
、
あ
り
そ
う
な
話
で
は
あ
る
。
プ
ー
タ
ン
の
山
に

~
関
し
て
は
、
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
少
な
い
。
但
し

、

こ

i
れ
か
ら
芯
こ
う
と
し
て
い
る
の
は

、

従
来
知
ら
れ
る
こ
と

iの
な
か
っ
た
高
い
山
が
、
プ
ー
タ
ン
で
「
発
見
」
さ
れ
た

iと
い
う
よ
う
な
話
で
は
な
い
。
プ
ー
タ
ン
の
最
高
峰
と
み

i
な
さ
れ
て
い
る
山
の
名
前
の
こ
と
で
あ
る
。

i

そ
の
山
は

、

中
央
ブ
ー
タ
ン
に
お
け
る
中
心
的
な
ゾー

~
ン
を
持
つ
ト
ン
サ
の
ほ
ぽ
真
北
に
位
腔
す
る
。
三
省
蛍
が

亡
発
行
す
る
『
n

ン
サ
イ
ス
外
国
山
名
辞
典
』
に
よ
れ
ば

、

一
こ
の
山
は
一
峰

、

二
峰

、

三
峰

、

そ
れ
に
南
峰
と
四
つ
の

言
J
ー
ク
か
ら
な
り

、
一
番
向
い
一
峰
の
標
祁
は七
五
四
一

i
"
い
。
名
前
は
「
ガン
ケ
ー
ル

・

プ
ン
ズ
ム
」
と
さ
れ
て
い

~
る
。

i

と
は
い
え
、
『
山
名
辞
典
』
に
あ
る
「
ガ
ン
ケ
ー
ル
・

~
プ
ン
ズ
ム
」
と
い
う
山
名
も
、
広
く
一
般
に
用
い
ら
れ
て

~
い
る
わ
け
で
は
な
い。
こ
の
山
の
名
前
は

、

文
献
や
資
料

i
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
ま
っ
た
く
無
作

:為
に

、

た
ま
た
ま
手
元
に
あ
っ
た
幾
つ
か
の
資
料
を
開
い

i
て
み
た
だ
け
で
も
、
『
山
名
辞
典
』
に
採
用
さ
れ
た
（
一
）

i
「
ガ
ン
ケ
ー
ル

・
プ
ン
ズ
ム
」
を
含
め
て
、
僅
か
ず
つ
だ

亡
か
仮
名
に
よ
る
表
記
方
法
の
異
な
る
六
つ
の
例
が
あ
っ

i
た
。
（
二
）
「
ガ
ン
ケ
ル
プ
ンズ
ム
」、

（
三
）
「
ガ
ン
カ
ー

i
ル
プ
ン
ズ
ム
」
、
（
四）
「
ガ
ン
ケ
ル
プ
ン
ズ
ム

」
、
（
五
）

一
「
ガ
ン
ケ
ル
プ
ン
ス
ン
」
、

そ
し
て

i
（
六
）
「
カ
ン
ケ
ル
プ
ン
ス
ム
」
が

丁
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
同
じ
山

~
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で

糸

永

ム
t
)空
グ
‘
‘、と
胡
ふ
tク
う

正

プ
ー
タ
ン
最
高
峰
の

表
記
法
に
つ
い
て
（
上
）

之

も
な
い
。
ち
な
み
に
、
日
本
語
の
場
合
に
は
「
開
音
節
」i

と
い
っ
て

、

子
音
の
後
に
は
必
ず
母
音
が
付
き
、
仮
名
の
i

一
文
字
が
ひ
と
つ
の
音
節
を
示
す
も
の
と
され
て
い
る
の

i

で
、
こ
こ
に
挙
げ
た
六
つ
の
例
は
、
山
名
を
示
す
現
地
音i

を
八
つ
の
音
節
に
再
構
成
し
た
う
え
で、

そ
れ
ぞ
れ
が
妥
~

当
と
考
え
る
仮
名
を
当
て
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
i

つ
ま
り

、

再
構
成
し
た
八
つ
の
音
節
の
う
ち、

四
つ
の
音
i

節
を
如
何
に
表
記
す
る
か
、
そ
の
方
法
の
違
い
に
よ
っ

~

て
、
こ
こ
に
挙
げ
た
六
種
類
の
異
な
る
表
記
方
法
が
出
現i

し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
自
ら
が
意
欲
を
傾
け
、
い
さ
さ
か
なi

り
と
も
積
極
的
な
興
味
と
関
心
を
抱
く
山
の
名
前
で
あ

i

る
。

何
の
考
え
も
な
く
、
い
い
か
げ
ん
に
表
記
し
て
い
る~

と
は
思
わ
れ
な
い
。
い
ず
れ
の
例
を
と
っ
て
も、

な
る
べ

~

く
現
地
音
に
近
い
表
記
を
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
事
実
でi

あ
ろ
う
。
日
本
語
の
語
感
に
照
ら
し
て

、

な
る
ぺ
く
収
ま

~

り
の
良
い
表
記
に
し
よ
う
と
苦
労
し
た
様
子
も
良
く
わ
かi

る
。仮

名
を
用
い
た
表
記
の
方
法
に
若
千
の
相
違
を
見
せ
るi

四
つ
の
音
節
が

、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
日
本
人
に
と
っ
て

i

聞
き
分
け
難
い
音
で
あ
る
こ
と
も
、
現
地
音
に
仮
名
を
当i

て
る
苦
労
と
努
力
の
跡
を
良
く
物
語
っ
て
い
る
。
実
際
、i

自
ら
が
母
話
と
す
る
言
語
に
は
な
い
音
韻
を
聞
き
分
け
るi

こ
と
が
容
易
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。
い
わ
ん
や、

音
韻
の
~

栴
造
と
綴
字
法
が
不
可
分
に
関
係
し
て
い
る
以
上
、
音
韻
~

構
造
の
異
な
る
外
国
の
固
有
名
詞
を
日
本
の
仮
名
で
正
確

i

に
表
記
す
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
不
可
能
な
企
て
で
あ
i

る
。そ

の
う
え
、
チ
ペ
ッ
ト
語
臆
に
お
い
て
は
、
文
語
と
口
i

語
の
落
差
が
大
き
い
。
も
ち
ろ
ん

、

同
じ
意
味
を
背
負
っ
~山

た
こ
と
ば
で
も
、
そ
の
発
音
に
地
方
差
と
個
人
差
が
あ
る
の

外海

こ
と
も
否
定
し
難
い
。
チ
ベ
ッ
ト
語
の
ラ
サ
方
言
で
は

(3) 



（第三種郵便物認可） 山 509-1987 • 11 • 20 

（
一
）
新
彊
紀
遊

克
巳
訳

一
九
三
0
年
代

、

新
罰
省
が
新
た
な

支
配
下
に
置
か
れ
た
が

、

現
地
に
あ
っ

た
著
者
が
語
る
近
代
中
国
の
証
言
。

（二
）
女
性
大
使
チ
ペ
ッ
ト
を
行
く

劉
曼
卿
著

、

岡
崎
俊
夫
・

松
枝
茂
夫
訳

一
九
一
＿
九
年
、

蒋
介
石
の
命
を
受
け

た
若
い
女
性
が
ラ
サ
ヘ
旅
立
つ
。

（三
）
東
チ
ペ
ッ
ト
紀
行

E
・

タ
イ

ク
マ
ン
著
、
水
野
勉
訳

英
国
外
交
官
と
し
て
東
チ
ベ
ッ
ト
紛

争
の
和
平
交
渉
に
赴
い
た
。
そ
の一
年

に
わ
た
る
旅
の
記
録。

（四
）
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
風
物
誌

A

・

フ
ォ
ン

・

ル
・

コ
ッ
ク

著
、

羽
烏
重

雄
訳一

九
ー
ニ
年、

ド
イ
ツ
の
第
四
次
ト

ル
フ
ァ
ン
探
検
隊
が
見
た
東
ト
ル
キ
ス

タ

ン
の
風
物
誌
。

（五
）
中
央
ア
ジ
ア
騎
馬
行

R
・

シ

ョ
ー

ン
バ
ー
グ
著、

雁
部
貞
夫
訳

一
九
一マ
八
年
から
四
年
に
わ
た
る、

イ
リ

、

ユ
ル
ド
ス
、

ジ
ュ
ン
ガ
リ
ア

、

天
山
東
部
な
ど
の
騎
馬
に
よ
る
紀
行
。

（六
）
天
山
か
ら
青
海
へ

＞
．
I

．

ロ
ポ
ロ
フ
ス
キ
ー
著、

田
村
俊
介
訳

プ
ル
ジ
ェ
ワ
ル
ス
キ
ー
の
跡
を
継
い

だ
著
者
の
最
後
の
探
検
と
な
っ
た

、

中

央
ア
ジ
ア
の
未
踏
地
の
旅
行
記。

（七
）
ア
ジ
ア
を

跨
ぐ

副
品
次
郎

著
、

雁
部
貞
夫
校
閲

一
九
二
四
年
正
月、

北
京
か
ら
旅
立

っ
た
日
本
の
一
冑
年
が
い
た
。一
年
九

ヵ
月
の
後

、

ア
ジ
ア
の
西
端
イ

ス
タ
ン

プ
ー

ル
に
到
着
す
る
。 呉

総
炭
著

、

楊
井

（中
川
武

）

（八
）
大
谷
探
検
隊
西
域
旅
行
記
堀

賢
雄
著

、

水
野
勉
校
閲

一
九
0
二
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
の

第
一
次
大
谷
探
検
隊
に
参
加
し
た
堀
の

日
記

、

東
ト
ル
キ
ス

タ
ン

の
旅
行
部
分

を
抜
粋
゜

一
九
八
七
年二
月
し
一
九
八
七
年
五

月
刊
白

水
社
定
価
は
第
四
巻

（
二
四
0
0
円
）
を
除
き
各
巻
ニ
ニ

0
0
円
（

泉
久
恵

）

一
イ
ワ
ナ・
源
流
の
職
漁
者

一

皿
平
野
惣
吉

・
山
田
亀
太
郎
皿

叩
並
木
睛
政

•
平
野
守
元
述

一
" 

「
昔
は
い
く
ら
で
も
イ

ワ
ナ
は

い
た

ん
だ
わ
」
こ
の
話
で
は
じ
ま
る
イ
ワ
ナ

釣
り
名
人
達
四
人
の
話
で
あ
る
。
方
言

ま
る
だ
し
で
語
る
言
葉
は
た
ん
た
ん
と

し
て
読
む
人
に
感
銘
を
あ
た
え
る
。

「
マ
ン
マ
し
て
そ
こ
ヘ
ゴ
ロ
ン
と
ね
て

し
ま
う
。
ヤ
マ
ジ
モ
ン
に
モ
ッ
ケ
そ
れ

に
ワ
ラ
ッ
チ
だ
け
そ
…

L
イ

ワ
ナ
釣
り

の
奥
義
と
か
秘
伝
と
か
が
な
ん
の
て
ら

い
も
な
く
語
ら

れ
る
。

私
も
イ
ワ
ナ
釣
り
が
好
き
で
こ
の
名

人
達
が
活
躍
し
た
地
方
（秋
山
郷
・
奥

只
見
等
）
に
何
回
か
出
漁
し
た
が
い
い

釣
り
を
し
た
党
え
が
な
い。

そ
れ
程

、

現
在
は
イ
ワ
ナ
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

そ
れ
だ
け
に
も
う
望
め
な
い
夢

物
語
と
し
て
興
味
深
く
読
め
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

一
九
八
七
年
五
月
刊
白
日

社
、

定
価

一
八
0
0
円

山

「
チ
ョ

モ
ラ
リ
」

と
い
う
の
を

、

プ
ー

タ
ン
側
で
は
「
ジ
し
か
し

、

国
と
地
域
の
別
を
問
わ
ず、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

i

の
ョ
モ
ラ
リ
」
と
い
う
よ
う
に

、

チ
ベ
ッ
ト
語
の
ラ
サ
方
言

の
山
に
与
え
ら
れ
た
現
地
名
は、
そ
の
山
に
関
わ
る
人
々
i

外海
で
は
清
音
と
さ
れ
て
い
る
音
が、

プ
ー
タ
ン
側
で
は
濁
音

が
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
の
証
で
あ
る
。
で
き
る
こ
と
な
i

一に
な
る
と

い
う
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
チ
ペ
ッ
ト
ら
ば

、

そ
れ
ぞ
れ
の
山
名
が
背
負
っ
た
本
来
の
意
味
を
、

i

i語
の
ラ
サ
方
言
で
「
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ

ン
ガ
」
と
い
う
時
な
る
べ

く
損
な
わ
な
い
よ
う
な
形
の
表
記
を
心
掛
け
た
いi

~
の
「
カ
ン
」
は
、

「
万
年
雪
を
い
た
だ
い
た
莉
く
大
き
な
も

の
だ
と
思
う
。

と
り
わ
け
ヒ
マ
ラ
ヤ
は

、

た
い
そ
う
人
~

i
山
」
と

い
う
ほ
ど
の
意
味
だ
が
、

ラ
サ
方
言
に
い
う
「
力
間
臭
い

と

こ
ろ
で
あ
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
登
山
は、

ま

i

：
ン
」
も

、

プ
ー
タ
ン
ヘ
行
け
ば
濁
音
に
転
じ
て
、

し
ば
し

ず
、
人
が
定
住
し
て
荘ら
し
を
営
む
地
帯
を
通
り
抜
け
な
i

五
「
ガ
ン
」
と
発
音
さ
れ
る
。
従
っ
て

、

判
断
の
基
準
を
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
の
生
活
瀾
に
お
け
る
問
題
を
如
何
~

i
明
確
に
し
な
い
限
り

、

ど
の
表
記
方
法
が
正
し
い
か
を
議
に
う
ま
く
解
決
す
る
か
と
い
う
こ
と
が

、

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

i

i
論
し
て
も
意
味
は
な
い
。

日
本
人
に
と
っ
て
聞
き
分
け
難
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
ボ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
。

~

iい
音
が

、

相
互
に
何
が
な
し
酷
似
し
た
音
で
あ
る
と
し
た
そ

こ
で
、

（
一
）
「
現
地
名を
仮
名
で
『
正
確
』
に
転
写
i

iら
、
実
際
の
と
こ
ろ
、

い
ず
れ
の
表
記
方
法
を
念
頭
に
お
す
る
こ
と
が
、

そ
も
そ
も

不
可
能
で
あ
る
」
こ
と
を
考
え

i

iい
て
発
音
し
た
と

し

て
も

、

現
地
で
は
そ
れ
な
り
に
通
用
る
と

、

先
に
挙
げ
た
六
つ
の
例
に
は、

な
お
改
善
の
余地

i

エ
す
る
で
あ
ろ
う
。

を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る。

（以
下
次
号
）

i

••

o

i 

つ
つ
あ
る
こ
と
を
強
く警
告
し
て
い
る
。
英
語
で
書
か
れi

プ

タ
ン
の
登
山
閉
鎖
た
こ
の
記
事
は

、

外
国
人
を
意
識
し

て
い
る
の
か
、

言
葉
i
)4
 

の
運
び
も
似
重
で
あ
る
。
だ
が、

端
整
な
文
面
か
ら
窮
わ
i

れ
る
決
意
は
毅
然
とし
て
、

い
か
に
も
固
い
。

~

及
び
規
制

確
か
に

、

古
美
術
品
の
持
ち
出
し
は
違
法
で
あ
る
。
プi

i

今
年
七
月
二
十
三
日

、

プ
ー

タ
ン
王
国
政
府
は、

開
催
ー
タ
ン
王
国
政
府
は
、
動
物
や
植
物
と
同
様
に

、

古
美
術

~

盃
＇
の
国
会
で

、

国
内
各
地
の
型
地
や
倍
院
と

共
に

、

「
聖
品
の
持
ち
出
し
を

、

法
律
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
と
禁
止し

i

}
山
の
閉
鎖
」
を
決
定
し

た
。
七
月
十
七
日
と

日
付
を
打
た
て
い
る
。
し
か
し

、

そ
れ
も
現
地
の
人
側
の
協
力
な
く
し

i

ご
芸
同
国
観
光
公
社
の
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
は

、

閉
鎖
さ
れ
る
て
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。

外
国
製
品
の
不
正
な
持
ち
込

~

｝
山
の
ひ
と
つ
が

、

同
国
最
高
峰
「
ガ
ン
カ
ル
プ
ム
ス
ム
」
み
も
あ
る。
そ
れ
と
て
相
手
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
も

i

＂
（
註：
こ
の
表
記
に
つ
い
て
は
次
号
参
照
）
で
あ
る
こ
と
と
よ
り
他
意
な
ど
あ
り
は
す
ま
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、

個

i

:を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

詳
細
に
不
明
な
点

人
的
な
好
意
が

、

看
過
し
難
い
不
正
を
現
地
で
導
き
が
ち

i

江
笛
い
。

し
か
し

、

一
九
八
八
年
以
降、

同
峰
へ
の
登
山
で
あ
る
こ
と
は

、

も
う

一度
冷
静
に
認
識
さ
れ
る
べ
き
で
i

こ
許
可
の
申
節
窓
口
が、

従
来
の
よ
う
に
観
光
公
社
で
な
く
あ
る
に
違
い
な
い。
し
か
も

、

プ
ー
タ
ン
は
内
陸
国
で
あ

i

｝
な
る
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
い
。

る
。
プ
ー

タ
ン
ヘ
行
く
た
め
に
は

、

必
ず
第
三
国
を
通
過

i

~
こ

の
決
定
を
伝え
た
同
国
政
府
の
週
刊
新
聞
『
ク
エ
ン
し
な
け
れ
ば
なら
な
い
。
モ
ノ
と
、

場
合
に
よ

っ
て
は
通

i

一セ
ル
』
七
月
二
十
五
1
3号
は

、

一
九
七
四
年
の
九
月
に
外
過
地
点
の
第三
国
で
、

そ
の
ま
ま

「
不
正
」
な
輸
入
と
輸

i

芦
四
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
始
め
て
以
降

、

寺
院
や
倍
院
な
出
品
と
し
て
取
り
締
ま
り
の
対
象
に
な
る
。
バ
ン
コ
ク
か

山

▽ど
が
破
壊
さ
れ
た
り、

多
く

の
古
美
術
品
が
不
正
に
持
ち

ら

空
路
ネ
パ
ー
ル
ヘ
運
ば
れ
た
大
泣
の外
国
製
品
が

、

陸
S

~
出
さ
れ
た
と
し
な
が
ら
、

「
観
光
」
が
人
心
を
荒
廃
さ
せ
路
で
イ
ン
ド
ヘ
「
不
正
」
輸
出
さ
れ
て
政
治
問
題
に
な
っ
海
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画
文
集
『
低
山
逍
遥』
は

、

「
低
山

徘
徊
」
に
続
い
て
の
第
二
弾
で
『
山
と

渓
谷
』

に
四
年
間
連
載
さ
れ
た
「
低
山

再
会
」
と

「
低
山
逍
遥
」
と
を
一
冊
に

ま
と
め
た
も
の
。

イ
ラ
ス
ト
に
あ
る
風
景
は、

低
山
歩

き
を
す
る
と
、

ど
こ
で
も
お
目
に
か
か

れ
そ
う
な

、

あ
ま
り

に
も
見
な
れ
た
風

景
で
あ
る
。
そ
の
時
は
何
と
も
思
わ
ず

に
帰
っ
て
し
ま
う
の
だ
が

、

頁
を
め
く

る
と

、

懐
し
く
思
い
お
こ
し
た
り、
ほ

っ
と
し
た
も
の
を
感
じ
させ
る
。
そ
し

て
、

そ
ん
な
風
呆
に
ま
た
出
会
い
た
＜

な
り
、

”
山
へ
い
こ
う
か
I
Iと
い
う
気

に
さ
せ
る
画
文
集
で
あ
る
。

「
ア
ル
プ
ス
が
御
馳
走
だ
と
す
れ
ば

低
山
は
材
料
に
す
ぎ
な
い
の
で、

そ
れ

を
お
い
し
く
食
ぺ
る
の
は
料
理人
し
だ

い
」
と
著
者
も
い
っ
て
い
る
が、

自
分

の
興
味
に
合
わ
せ
て
四
季
折

、々

表
情

を
変
え
る
個
性
豊
か
な
低
山
を
じ
っ
く

り
探
り
た
く
な
る
苦
で
も
あ
る
。

一
九
八
七
年
七
月
刊
山
と
渓
谷
社

定
価
二
九
0
0
円

（細
井
澄
子
）

i

雲
表
の
わ
が
山
々

[

岡
田
1
3
郎
著

＇

著
者
は
俳
人
協
会
幹
事
で

、

四
冊
の

句
集
の
ほ
か
に
「
山
の
俳
句
歳
時
記
」

（
現
代
教
養
文
庫
）
の
著
書
が
あ
る
。

小
林
泰
彦
著

低
山
逍
遥

本
害
は
、

①
わ
が
心
の
山
、

②
折
々
の

山
、

③
山
と

俳
句

、

の
三
章
か
ら
な
る

山
の
随
想
集
で
あ
る
。

①
は
槍
．

穂
高
を
初
め

、

岩
木
山
・

水
晶
岳
な
ど
心
に
残
る
二
十
山
の

、

俳

人
の
眼
で
見
た
感
想
で
あ
る
。
②
は
山

行
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め

、

③
は

、

芭
蕉
か
ら
現
代
に
至
る
山
の
俳
句
小
史

な
ど

、

山
と
俳
句
を
論
じ
た
も
の
。

俳
句
に
関
心
の
あ
ま
り
無
い
岳
人
に

と

っ
て
も
興
味
津
津
た
る

好
エ
ッ
セ
イ

集
で

、

ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
イ
ラ
ス
ト

も

楽
し

い
。

一
九
八
七
年
六
月刊

東
京
新
聞
、

定
価
一
五
0
0
円
（

沢
聰

）

皿

句
集
雷
鳥

小
林
碧
郎
著

1
1
1

「
碧
郎
君
は
作
句
の対
象
と
し
て

、

山
以
外
に
は
殆
ん
ど
眼
を
向
け
な
い
。

四
季
を
通
じ

て
山
に
行
っ
て
い
る
か

ら
、

そ
れ
で
も
材
料
に
困
る
こ
と

は
な

い
ら
し
い
が
、

見
る
方
で
は
も
う
少
し

ほ
か
の
題
材
を

手
が
け
て
も
よ
い
だ
ろ

う
と

い
う
感
じ
に
な
る
。
し
か
し
相
変

ら
ず
山
に
徹
し
て
い
る
」
。ー
秋
櫻
子

評
ー句

集
雷
鳥
は
全
巻
山
の
俳
句
で
つ
ま

っ
て
い
る
。
著
者
小
林
碧
郎
（
本
名

碧
）
氏
は、

俳
句
を
水
原
秋
桜
子
に
師

事
し

、

俳
句
結
社
馬
酔木
同
人
で
あ

る
。
馬
酔
木
風
の
会
と
い
う
山
好
き
グ

ル
ー

プ
に
所
属
し
、

作
句
は
か
た
く
な

ま
で
に
山
岳
に
執
し

、
其
の
山
岳
俳
句

を
発
表
し
つ
づ
け
て
き
た
。
真
の
山
岳

三
水
会
で

山
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

か
つ
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
は

、

イ
ギ
リ
ス
の
政
治
的
な
勢
力
國

の外渭
の
「
内
部
」
に
位
置
し
た
。
現
在
のヒ
マ
ラ
ヤ
は
、

プ
ー

丁
タ
ン
と
中
国
の
「
外
縁

」
に
位
隧
し
、

体
制
を
異
に
す
る

匹
向
国
の
政
治
的
な
境
界
を
な
す
。
歴
史
は、

「
内
部
」
を

i
「
外
縁
」
に
し、
ヒ

マ
ラ
ヤ
を
政
治
的
な
「
国
坑」
地
帯

~
に
し
た
。
そ
こ
は
、

い
つ
で
も
係
争
の
舞
台
に
な
り
得

iる
。
プ
ー
タ
ン
王
国
政
府
が
「
国
境」
地
帯
と
し
て
の
ヒ

`
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俳
句
と
は

、

自
ら
汗
し
て
高
山
を
攀
ぢ

そ
の
中
か
ら
生
れ
た
俳
句
で
あ
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。
句
集
雷
烏
は
ま
さ
に
氏
自

身
の
山
岳
登
攀
か
らほ
と
ば
し
り
出
た

珠
玉
の
作
品
で
あ
る
。

初
霰
ひ
と
り
登
行
の
荷
を
打
て
る

枕
辺
に
ビ
ッ
ケ
ル
冷
ゆ
る
稲
び
か
り

月
光
に
立
ち
て
穂
高
の
巖
く
ら
し

茄
営
の
露
に
ま
み
れし
朝
餓
な
り

こ
れ
ら
の
句
を
誦
し
て
い
る
と

、

山

岳
自
然
を
愛
し
ひ
た
す
ら
で
あ
る
山
男

の
息
吹
き
が
き
こ
え
て
く
る
。
そ
の
足

跡
は
ヒ
マ
ラ
ヤ

、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
ア
ル
プ

ス
ま
で
及
ぶ
。
又、

登
山
と
は
単
に
山

に
登
る
だ
け
で
な
く

、

文
学
芸
術
に
深

い
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
著
者
自
ら

も

言
っ
て
い
る
よ
う
に
、

こ
の
句
集
は

山
を
愛
す
る
人
々
に
贈
る
山
岳
讃
歌
で

あ
る
。
山
を
攀
ぢ
る
と
い
う
こ
と
は、

つ
ま
り
は
己
れ
を
行
ず
る
行
為
だ
と
思

う
。
そ
の
あ
か
し
、

自
己
表
白
の
方
法

と
し
て
俳
句
と
い
う
詩
型
は
適
し

て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
共
に
山
を
歩

き
句
を
案
じ
て
き
た
仲
間
の
一
人
と

し

て
、

こ
の
一
本
を
お
す
す
め
す
る
。

一
九
八
七
年
八
月
刊
苓
渓
堂

、

定
価

マ
ラ
ヤ
に
対
し
て
神
経
を
尖
ら
せ
るの
も
当
然
で
あ
ろ

i

う
。

今
年・
四
月
十
八
日
付
け
の
『
ク
エ
ン
セ
ル
』
は

、

今
i

後
、

海
外
で
プ
ー
タ
ン
の
地
図
を
印
刷
す
る
場
合
に
は

、

i

す
べ
て
同
国
政
府
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る。

i

い
ま
、

見
事
な
壁
と
独
特
の
ピ
ー
ク
が
印
象
的
な
「
ガi

ン
カ
ル
プ
ム
ス
ム
」

は
遥
か
に
遠
い
。

し
か
し

、

新
た
な

~

決
定
を
前
に

、

こ
の
山
に
捧
げ
ら
れ
て
き
た
篤
い
祈
り

山

を
、

心
素
直
に
改
め
て
尊
び
た
い
。
（

糸
永
正
之）
C
.

外
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専
門
家
で
あ
る
こ
と

、

皆
さ
ん
篤
と
ご

存
知
の
と
こ
ろ
。

当
日
は

、

著
者
を
肴
に
い
っ
ぱ
い
呑

も
う
と
い
う
向
も
あ
っ
て

、

四
十
余
人

が
参
加

、

大
盛
会
と
な
っ
た
。

毎
月
の
例
会
で
顔
を
合
わ
せ
る
間
柄

な
の
で

、

堅
苦
し

い
雰
囲
気
は
微
塵
も

な
く
、

和
気
腐
臨
の
う
ち
に
著
者
を
囲

ん
で
の
談
笑
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

私
た
ち
の
親
し
い
仲
間
、
小
林

碧
さ
ん
と
勝
田
房
治
さ
ん
が

、

そ

れ
ぞ
れ
、
「
句
集
・

雷
鳥
」、

「
手

品
師
に
な
ろ
う
」
を
上
梓
さ
れ

、

三
水
会
と
し
て
九
月
二
日

、
本
会

ル
ー

ム

で
出
版
記
念
の
集
い
を
持

っ
た
。

お
二
人
は
、
何
れ
も
そ
の
道
の

小
林
さ
ん

、

勝
田
さ
ん
の

出
版
記
念
の

集
い
を
開
く

0
9
 

a
圏

ニ
ニ
0
0
円

（渡
辺
立
男
・

馬
酔
木
同
人
）

(5) 



2
0

求
め
ら
れ
て
勝
田
さ
ん
か
ら
タ
ネ
付
て
、
婦
人
懇
談
会
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
雄
山

｀

大
汝
山
、
剣
御
前
岳

、

奥
大
日
剣
本
峰
、

次
に
八
ツ
峰
縦
走

、

剣
本
目
的
を
二
八
〇
く
ら
い
と
諦
め
て
い

．

き
手
品
が
披
銘
さ
れ
、
小
林
さ
ん
か
ら
意
を
表
し
た
い
。
（
高

田
置
哉
）
岳
を
縦
走
し
た
折
、
御
前
小
屋
よ
り
剣
峰

、

更
に
早
月
尾
根
か
ら
剣
沢
阿
曽
原
た
。
二
八
0
番
目
の
山
、
北
海
道
カ
ム

ー●

は
い
く
つ
か
の
句
が
詠
じ
ら
れ
、
集
い
岳
の
雄
峰
を
見
て
、
あ
の
山
に
今
か
ら
へ
足
を
延
し
た
。
当
時
六
十
四
、
五
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山
、

三
百
名
山
で

と
て
も
歳

、

登
っ
た
山
は
十
数
山
で
あ
っ
た
。
は
最
高
難
度
と
思
わ
れ
る
こ
の
山
に
昨

駄
目
だ
ろ
う
と
洩
ら
し
た
際
、
同
宿
の
そ
の
山
歴
も
深
田
氏
百
名
山
を
九
州
阿
夏
無
事
登
頂
（
七
十
五
歳
）
。
い
よ
い
よ

呻
畠
は
閉
じ
ら
れ
た
。

一口百
名
山

」
を
完
登
し
て
の
年
令
で
登
っ
て
み
た
い
が
、

田
中
三
郎

最
後
に

、

ル
ー
ム
使
用
に
あ
た
っ
て

, 

先
輩
か
ら
ま
だ

大
丈
夫
だ
よ
と
励
ま
さ
蘇
莉
岳
に
終
了
し
た
折
数
え
た
ら三
百
こ
れ

な
ら
で
き
る
と
意
を
決
し
て
や
る

す
で
に
婦
人
懇
談
会
が
申
し
込
み
を
済

D
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山

ま
せ

、

当
日
使
用
す
べ
き
と
こ
ろ、

心

昭
和
四
十
九
年

、

山
歩
き
に
専
念
し

れ
、

翌
年
に
剣
岳
を
前
剣
よ
り
登
山
名
山
の
う
ち

ニ
ー
七
に
到
達
し
て
い
気
充
分
に
し
て
、
今
夏
、
佐
武
流
山
を

叩
ょ
＜
譲
っ
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
付
記
し
は
じ
め
て
二
年
目

、

単
独
行
に
て
立
山
し

、

そ
の
翌
年
は
仙
人
池、

三
ノ
窓

、

た
。

当
時
七
十
歳
、
自
分
で
は
終
局
の
野
反
湖
坐
山
口
か
ら
白
砂
山
を
経
て
山

認

... 
9・
・
・
三
国
合
同
登
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隊
事
務
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よ
り
・
・
・
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』
頂
往
復
、
山
中
二
泊
に
て
無
事
三
百
名

物便

~

田
、
大
塚

、

湯
浅
、
橋
本

、

西
村

、

伊
丹

、

磯
野
の
弘

、
三
ツ
石
清
、

渡
辺
嘉
男、
松
本
吉
正、
尾
崎
徳
郎、
小

i山
を
完
了
致
し
ま
し
た
。
趣
味
や
道
楽

動種

i
第
五
回
総
合
準
備
会
十
二
名

、

最
初
に
現
況
報
告
が
行
な
わ
れ

、

報
告
事
林
基
子、

松
本
徳
夫、

塚
本
福
治
郎
、

丸
茂
キ
ク
エ

、

飽
丸

iで
な
く
、
ひ
た
す
ら
生
き
甲
斐
と
し
て

——-

項
と
し
て
、
一
般
企
業
募
金
で
は

、

経
団
連
よ
り
割
和
男

、

和
仁
古
昇
、
綿
引
安
人
、

矢
萩
久
雄
、
岩
坪
眸子
、

i
山
行
を
続
け
て
き
まし
て
、
自
分
と
し

第

~

事
務
局
長
橋
本
清
江
口
香
月

、
木
南
金
太
郎、
市
野
瀬
建
二
、

平
戸
孝
夫、
内

~

( 

二
J

は
、
た
だ
た
だ
安
全
登
山
を
第
一
目

当
て
リ
ス
ト
を
い
た
だ
け
た
こ
と
で
＿
二十
一
団
体

、

ら
標
に
し
て
完
了
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ

山
脩
一
、
秋
山
光
平、
細
井
澄
子、

平
松
勝
司、

根
本
大
、
・

大
関
保、
田
久
保
勇
治、
竹
内
盛
正
。
＂

~
第
五
回
総
合
準
備
会
が
十
月
四
日
、
十
時
し
十
七
九
十
九
社
で
約
七
千
六
百
万
円
が
割
当
て
ら
れ
て
お

．

し

ま
す
。

~
時
に
登
山
事
務局
で
全
国
よ
り
隊員
内
定
者
、
報
道
り
こ
の
割

当
て

を
各
担
当
者
に
振
分
け
、
い
よ
い
よ
【累
計

l
、
0
三
七
・
ニ
ロ、

四
二
八
名
、
金
額
~i

藤
江
幾
太
郎
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
展

~
関
係
者
五
十
二
名
を
集
め
て
行
な
わ
れ
た
。
先
ず
開
募
金
活
動
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
一
応
ス
五
、
一
八
六
‘

1
0
0
円
】

~
会
に
先
立
ち
大
塚
実
行
委
員
長
よ
り
十
月
十
日
に
は
タ
ー
ト
が
切
れ
る
状
態
に
な
り
ま
し
た
が、

目
標
に

二
隊
員
を
決
定
す
る
旨
の
発
表
が
あ
り
、
今
日
を
も
っ
向
か
っ
て
委
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
、
ご
指
苺
の
程
第
字
五
回
実
行
委
員
会
~

．
1
1月
3
0日
し
1
2
月
5

日

（
土
）

）
6
 

~
1
1
時
し
1
9時
（
最
終
日
1
7時
）
（

~
て
隊
員
個
々
が
自
党
と
買
任
を
持
ち
隊
に
参
加
す
る
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
上
げ
ま
す。

~
こ
と
、
及
び
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
登
山
隊
に
束
縛
ま
た
、

J
A
C

会
員
よ
り
の
募
金
状
況
は、

十
月
第
五
回
実
行
委
員
会
が
十
月
九

1
3、
日
本
山
岳
会

一
●
日
本
橋
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ

~
さ
れ
る
こ
と
だ
と
、
細
か
い
注
意
が
あ
っ
た
。
八
日
現
在

、

四
0
九
名

、

四
百
八
十
六
万
三
千
百
円
ル

ー
ム

に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
。
始
め
に
今
西
寿
雄~
中

央
区
日
本
橋
2
ー

1
ー

1
3

~

準
備
会
は
梱
包

、

輸
送
作
戦
、
集
荷
状
況
に
始
ま
を
ご
応
募
い
た
だ
き
心
よ
り
お
礼
申
上
げ
ま
す
。
会
長
よ
り
の
挨
拶
の
中
で
、
今
日
は
隊
只
発
表
の
た

i

俎
話
2

7
4
.
0
8
9
2

今
回
新
た
に
ご
応
募
戴
い
た
方
の
お
名
前
は
次
の
め
に
実
行
委
員
会
を
開
催
し
た
旨
の
説
明
が
な
さ
れ

i

●
ネ
パ
ー
ル
ヘ
小
さ
い
善
意
を
届
け

~
り
、
午
後
は
高
所
医
学
の
講
演
を
水
腰
ド
ク
タ
ー
が

ご
打
な
っ
た。

こ
の
他
、
今
回
の
登
山
隊
の
ス
ケ
ー
ル
と
お
り
で
す
。
（
橋

本
清
）

た
。
続
い
て
大
塚
実
行
委
員
長
よ
り
隊
員
選
考
に
当i

る
た
め

、

た
た
ら
同
人
展
の
コー
ナ

た
っ
て
の
総
括
説
明
が
あ
り
、
登
れ
る
隊
を
組
織
しi
ー
で
色
紙
、
ス
ケ
ッ
チ

、

ミ
ニ
油

一三
国
友
好
合
同
登
山
会
員
募
金
応
募
者
ご
芳
名一た
こ
と、全国
よ
りメ
ン
パ
ー
を
集
め
たこと
等
のi
画、
陶
版
画
な
ど
出
品
し
ま
す
。

i
の
大
き
さ
を
考
え
、

南
北
両
側
に
ゴ
ミ
処
理
の
専
門

~
担
当
者
を
置
く
こ
と
な
ど
の
処
理
問
題
の
発
表
が
山

説
明
が
あ
っ
た
。
そ
し
て、

橋
本

、

湯
浅
両
隊
長
よ
二
報
告

（
十
月
十
七
日
現
在
、
一
口1
1
五
千
円
）

~
本
宗
彦
よ
り
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
後
個
人
装
備、

各

~
講

演
「
フ
ィ
ー
ゲ

ル
の

i
担
当
者
聞
の
打
合
わ
せ、

今
後
の
予
定
の
調
整
を
行
（
二
0
口
）吉
村
健
児
。
(
1
0
口
）
加
治
甚
吾
、
山
田

二
り
隊
員
選
考
基
準
に
関
す
る
細
か
い
説
明
と、

隊
員

~

郎
、

西
沢
健
一、
佐
藤
和
志
。
（六
口
）
岩
坪
五
郎
、
斎
藤
発
表
が
行
な
わ
れ
た
。
（
別
掲
隊
員
リ
ス
ト
参
照
）
~

す
す
め
」
と
製
作
実
演

こ
の
三
十
九
隊
員
は
実
行
委
員
会
の
方
々
に
承
認~

健
治

、

西
村
政
晃
。（
四
口
）広
羽
清
、
山
口
節
子
、
山
下

~
な
い
閉
会
と
し
た
。

松
司
、
新
井
陽
一郎
。
（
ニ
ロ
）吉
沢

一郎
、

橋
本
誠
―
-‘

5

科
学
研
究
委
員
会

i

第
六
回
常
任
募
金
委
員
会

小
田
邑
追、
牧
野
術、
浅
野
遵
彦、
赤
羽
孝

一郎
、

藤
杢
仙
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
上
げ
ま
す
。

~

嶺
、

杉
野
目
浩
、

中
品
伊
平、
村
井
龍
一、
薬
師
義
美、

松
ま
た
こ
の
後
す
ぐ
に
日
本
山
岳
会
ル
ー
ム
に
おい

i
題
記
が
六
十
二
年
九
月
八
日
に
本
会

て
隊
貝
の
承
認
を
諮
事
と
し
た
臨
時
理
事
会
が
行
な~

村
多
四
郎
、
岡
田
光
行、
大
島
秀
夫
、

稲
葉
十
四
男
、
北
里

た
。

iル
ー
ム
で
行
な
わ
れ
た
。

大
学
山
岳
部、
鈴
木
嶋
夫
、
小
林
政
志
、

石
川
治
郎
、
国
武

~

常
任
募
金
委員
会
が
十
月
八
日

、

十
八
時
三
十
分

~
i

l-＋
時
に
登
山
隊
事
務
局
で
行
な
わ
れ
た
。
出
席
高

、

堀
井
昌
子、
店
橋
詢

、

宮
城
恭
一
、
豊
田
博

、

山
崎
大
わ
れ
全
員
承
認
さ
れ
ま
し

（
橋
本
清
）

i

講
師
玉
木
正
之

二
有
は
山
田、

吉
田

、

飯
野

、

平
林

、

斉
藤
（
健
）、松
造

、

樋
口
格
。
（
一
・
六
口）
渡
辺
宮
衛
。
(
-
口
）矢
沢
義

•

製
作
実
演
松

丸
秀
夫

三
国
合
同
登
山
隊
事
務
局
だ
よ
り・・・

・
・
・
＂

......

...............

..............

....

................

......

..........

........

....

.....

.....

....

..........

.........

.....

........

.............

......

.....

...

..............................

.. 



山 509-1987 • 11 • 20 （第三櫨動便物認可）
,................................................................................................,...............................................................................•................. 
i ル (6,288m) 初登頂。 ’83, マッシャプルム (7,805

l m) 7, 750m 到達。 '84, ナンガパルバット（8,125m) 
三国友好合同登山隊隊員リスト = 

面
! 7,900m 到達。〕 ［北側］ 合
・や隻だ のI£る さ9，とうあっぉ 同
；山田昇 (37) 輸送 ・ 梱包旅行会社勤務〔＇78, ダウ 斎藤惇生 (58) 北側統括隊長兼ドクター新河端病登
; ラギリ I 峰 (8,67m) 南東稜登頂。 '81, カンチェン 院長〔’62, サルトロカンリ (7, 742m) 登頂。 '73,

山
ヤ隊

l ジュンガ (8,586m) 登頂。 '82, ダウラギリ 1 峰 (8,167 ルンカン (8,505m) 7,500 m 到達。 '79, チョモラ 、事／務
! m) 北壁登頂。 '83, ローツェ (8,516 m) 登頂。 '83. マ（8,848m) 6, 500 m到達。 '80, チ ョモランマ (8,848 局
: 冬期工ペレスト（8,848m) 登頂。 '85, K 2 (8,611 m) I m) 7,600 m 到達。 '85, ナムナニ (7,694m) 6,720 ょ

だ

; 登頂。 '85, 工ベレスト（8,848m) 登頂。 '85 冬期マ m 到達。） ? 
IUし tと 8よし: ナスル (8, 156m) 登頂。〕 橋本清 (49) 北側隊長建設業〔’65, マウン トクッ ；

・ ロ9 た むね“

i 貫田 宗男 (36) 通信旅行会社勤務 ('72, ヨーロッ ク （3, 764m) 隊長。 '67, モンプラン (4,807 m) 冬 i
i パアルプス。 '76, マッキンレー (6, 194m) 登頂。 '79, 期。 ’76, 工ベレスト (8,848 m,) 西稜偵察隊隊長。 '85, l 
l ダウラギリ V峰 (7,618m) 登頂。 '83, チョモランマ マッキンレー（6, 194 m) 植村レスキュー隊隊長。〕 i 

しIf” 麟! (8,848m) 冬季北壁 7, 700m 到達。 '85, チ ョモラ ン 韮展 (39) 北側登攀隊長会社員 ('73, 工ベレ

: マ (8,848 m) 冬期北壁 8, 000m 到達。〕 スト (8,848 m) 南西壁 8,380m 到達。 '76, ナンダ：
: 9え，，ゅe と： 上野幸人 (33) 食紐役場職貝〔＇86， パミ ールーコ デビィ東峰 (7,483 m) 登頂。 '77, K 2 (8,611 m) 登 l
i ミュニズム峰 (7,495m)。） 頂。 '79, ラトック 1蜂 (7,145m) 初登頂。 '80, チョ : 
: みたに~ と 99 ，ちるう

: 
；三谷統一郎（31) 酸素会社貝〔’77, ヒマルチュリ モランマ (8,848m) 北壁初登攀。 '84, カ チ `,: ンエンン：

l (7, 893 m) 7, 800 m 到達。 '78, アンナプルナサウス ュンガ南壁～中央峰縦走 '85, マッシャプルム (7,821 i 
! (7,219m) 南西稜初登。 '80, チョモランマ (8,848m) I m) 北西壁初登攀。 '85, プロード ビーク (8,047 m) ! 

! 8,600m到達。 '80 冬期，工ベレスト (8,848m) 8,000 登頂。〕
かんざe ただ“i m 到達。 ’81, 工ペレスト（8,848 m) 西稜 8,600 m 神崎忠男 (47) 北側副隊長建設業 ('63, 中華民国 i

: 到達。 '82, ダウラギリ 1 峰 (8,167 m) 登頂。 '84, 力 登山隊。 '66, グ リーンラ ンドーフォー レル峰。 ’70, 工；

i ンチェンジュンガ (8,586m) 縦走。 '85, チ ョ ーオュ ペレスト (8,848 m) 8,000 m 到達。 '76, パミールー i
! _ -(8,201 m) 登頂。〕 コミュニズム峰 (7,495m) 7,400 m 到達。 '80, チ ョ ：
• 11 1く てつゃ

：馬場哲也 (27) 食糧花店勤務 ('85, 中国ーキレン山 モランマ （8,848m) 7,000 m 到達。） : 
いたみ つぐやず

i (5,500m) 登頂。 '86, 中国ー毘裔山脈 7,167 m 峰初伊丹紹泰 (37) 北側総務会計事務所勤務〔’76, ナ ；
i 登頂。） ンダデビィ（7,816m)。 '77, タルコット (6,109m) i 
： ゃ 9 もと むわ〇こ！山本宗彦 (27) 輸送 ・ 梱包中学校教諭〔＇82, ボゴ 登頂。 '78, ヌン (7,135m) 6,700 m 到達。 '80, チ i
i ダII峰 (5,362 m) 登頂。 '83，パミールーコミュニズ ョモランマ（8,848m) 8,300 m 到達。） ; 

おく じウんし•もl ム峰 (7,495m) 登頂。 '84, カンチェンジュンガ(8,598 奥淳一 (40) 個人装備運動具店勤務 ('79, ラトッ i
; m) 8,300m 到達。 '85, マッシャプルム (7,821m) ク 1 峰 ~7,145m) 初登頂。） : 

! 登頂。 '85, ブロードヒ°ーク（8,047 m) 登頂。 '87, ラ 巌蘊蒻符 (39) 登攀装伽 NTT 〔＇的，クスムカンク｀i 
・ カボシ (7, 788m) 東峰 7,010 m 到達。〕 ルー (6,369 m) 登頂。 '81 , アイガー北壁 (3,970m) l 
=や鸞もと あつしiii 山本篤 (25) 食粒登山隊事務局員〔＇87, ラカポシ ランペ取付まで。 '83, カングルー (7,020 m) 冬期単 i
合
同 (7,788m) 東峰 7,010m 到達。〕 独初登頂。 '85, マカルー (8, 463 m) 冬期 7,520m j 
登 店閃ィタル（37) ドクター小児科医院長〔ヨーロ 到達。）山 な九知る i 
隊 ッパアルプス。〕 名越賓 (39) 通信 NTT ('77, ィ ン ドーバルナージ i
事 に 愴•も eょ”-r : 
務 長谷川 清一 (31) 通訳元団体職員 (6,290m) 初登頂。 '81, インドークン西壁 (7,077m) ; 
局だ ［南側］ 初登攀。 '84, パキスタンーウルタール 1 蜂 (7,329m) [ 
ょ のあさ 釘

り
楊浅 男 (50) 南側隊長愛知学院大学教授〔’68, 初登頂。〕
: ...どう たて士 — l ( 8 ベージヘ続 く ） 須藤建、し、 (38) 燃料公団職員〔＇80, マンゴグソ . 
·.................................................................................................•................................................................................................ -

フ
ィ
ー
ゲ
ル
は
短
く
て
軽
い
ス
キ
ー

で
、
い
ろ
い
ろ
な
長
さ
と
性
能
の
も
の

が
あ
る
。

長
さ
四
十
九
tン
、
両
方
で
七O
O
'
t
'

の
も
の
で
白
馬
の
大
雪
渓
を
快
調
に
滑

り
下
り
る
こ
と
が
で
き
た
。

残
雪
期
の
山
行
に
利
用
す
る
と
楽
し

さ
が
広
が
る
。

但
し
、

急
峻
な
雷
渓
の
ス
リ
ッ
プ
に

は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
ほ
し
い
。

製
作
実
演
は
長
さ
六
十
tン
、
片
方
の

重
砿
五
五
0
り
’
の
も
の
に
つ
い
て
行
な

わ
れ
た
。

木
材
の
中
芯
を
グ
ラ
ス
フ
ァ

イ
パ
ー

の
織
物
で
包
ん
だ
形
に
し、

こ
れ
を
液

状
の
エ
ボ
キ
シ
樹
脂
で
含
浸
し
て
、
硬

化
剤
を
用
い
て
硬
化
す
る
の
で
あ
る
。

簡
単
な
型
を
用
い
る
の
で
先
端
の
曲
）
7
 

が
っ
た
部
分
を
含
め
て
一
度
に
出
来
上
（

が
る
。

但
し
、
ス
チ
ー
ル
エ
ッ
ヂ
や
滑
走
面

材
は
付
い
て
い
な
い
。

ス
チ
ー

ル
エ
ッ
ヂ
や
ボ
リ
エ
チ
レ
ン

の
滑
走
面
材
を
取
付
け
よ
う
と
思
え

ば
、
ベ

ニ
ア
板
の
型
に
小
さ
な
釘
で
仮

止
め
し
て
お
い
て
上
記
の
工
程
を
行
な

え
ば
可
能
で

、

困
難
は
な
い
。

ま
た

、

普
通
の
ス
キ
ー
を
フ
ィ
ー

ゲ

ル
に
改
造
す
れ
ば
よ
り
簡
単
で
あ
る
。

ス
キ
ー
を
適
当
な
長
さ
に
切
っ
て
、

後
端
を
広
げ
、
厚
さ
を
薄
く
す
る
の
で

あ
る
。

後
端
を
拡
げ
る
に
は

、

エ
ッ
ヂ
に
沿

っ
て
金
鋸
で
切れ
目
を
入
れ
、
木
の
楔

を
入
れ
て
拡
げ
る
。

厚
さ
を
薄
く
す
る
に
は
ノ
ミ
で
削
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コルム-K6。 '84, カウリシャンカール (7,134 m)。

i '86, 玉山。 '75, 雪岳山。）
： ゃ•Lた としか-r

； 山下俊一 (26) ドクター 大学病院医師〔ヨー ロッ

; パアルプス。）
: も り しと し てん

； 森本志天 (30) 通訳商社員 ('85, 中国ーキレン山
j (5, 500m) 登頂。ボゴダ ・ トレッキング。コングール

: ・トレッキング。〕
: なか｀ こたか L
i 中世古隆司 (52) 気象 会社員〔’66, アンデスーアコン
i ヵグア (6,959 m) 南壁 6,000m 到達。 '80, ガウリ
: シャンカール (7, 134 m) 束南稜 5,800m 到達。〕
: たかむら Lんじ

： 高村真司 (27) 気象会社員〔＇82， ボゴダIl峰(5,350
i m) 登頂。 '84, ガウリ シャンカール (7,134 m) 6,400 

| m 到達。）
みわ ふみかず

i 三輪文ー (38) 露営装備会社員〔’77, ボルネオーキ

: ナバル山 (4,120 m) 登頂。）

I 
; ※日本側隊員のみの発表と致します。

i 

.... 
! m) 登頂。） （ 7 ベージより続く ）
・ た·，， つよし

； 高野剛 (27) 酸素会社員〔＇81, 工ベレスト (8,848 ヒンズークシュ。 '73, 工ベレスト (8,848 m) 。 '77, 国
; m) 西稜 8,100m 到達。 '83 冬期，チョモランマ プロー ドヒ°ーク (8,047 m) 。 '80, ガウリシャンカー合

l (8,848 m) 8, 000 m 到達。 '84，マ ッキンレー (6,194 ル (7,134 m)。 '84, ガウリシャンカール (7,134m) 。 塁
l m) 植村レスキュー隊 5, 200m 到達。） 以上隊長 '65,'74, ヨーロッパアルプス。〕 山

： そう拿つとむ 9•そ，，：：うた 隊
； 相馬勉 (27) 総務銀行員 ('81, ポゴダII峰(5, 350 磯野剛太 (33) 南側登攀隊長旅行会社経営〔’76, 事

務
! m) 5,000m 到達。 '82, ボゴダII峰 (5,350m) 初登頂。 ナンダデビィ (7,483m) 7,200m 到達。 '80, チョモ局

l '85, 中国ーカカサイジモンカ (6, 100m) 登頂。〕 ランマ (8,848 m) 北壁 8, 150m 到達。 '80, マッキ
だ

• 今9930e としふみ
よ

i 大貫敏史 (26) 通信会社員 〔＇84, ベルーアンデスー ンレー （6,194 m) 登頂。 '81, ポゴダII峰 (5,350m) r 
: トクヤラフ峰 (6,032 m) ，コパップ（5,566m)登頂。） 5,000m 到達。 '82, ポゴダII峰 (5,350m) 登頂。 '84, l 
・ ＜ 童さe かず0ろ : 
i 熊崎和宏 (25) 食極大学職員〔＇82, ヨーロッパア カンチェンジュンガ中央峰 (8,498 m) 登頂。 '85, キ：

ルプス。 '85, 中国ーキレン山 (5, 500m) 登頂。〕 レン山 (5,500m) 初登頂。） : 
罪祗. (24). -~~ ~~~:$~"6~ ('86,.. l: 7 }V I iiHと 3•”(24) 輸送登山隊事務局員 〔＇86, ヒマル 山本一夫 (42) 装備運動具店経営〔’69, マッキン：
チュリ (7,893 m) 南西壁初登攀。） レー (6, 194m) 南壁第 2 登。 '71, ョーロッパアルプ

さ とう 重さ，， り

佐藤正倫 (24) 食極東京農業大学学生〔＇83, 韓国ー ス。 '73, プモリ (7,161 m) 南壁 6,600m 到達。 '76,

仁寿峰。 '86, 中国—麗裔山脈 7, 167 m 峰登頂。） ラムジュンヒマール（6,983 m) 登頂。 '84, ガウ リシ

菜藤癸届 (47) ドクター総合病院部長 (;75, カラ ヤンカール南峰 (7,010m) 初登頂。〕
さかし・ しゅうこう

酒井秀光 (38) 雑具建設会社勤務〔’76, K 2 (8, 611 
m) 試登。 ’77, K2 (8,611m) 7,700m 到達。 '83,

ナンガバルパット (8, 125m) 7,200 m 到達。〕
””みや もとむ

大宮求 (38) 個人装伽デパート勤務〔＇75, ラトッ
ク I 峰 (7,145m) 5,800m 到達。 '80, カンチェンジ

ュンガ (8,598m) 登頂。 '80, ラトックW峰 (6,456

m) 初登頂。 '81, ナンガパルバット（8,125 m) 5, 421 

m 到達。 '82, シシャパンマ (8,012m) 登頂。 '84,

ナンガパルバット (8,125 m) 6,450 m 到達。〕 : 

詣砿!:_ (36) 梱包高校教諭 ('78, マッキ‘ : ／レー：

(6,194 m) 東壁 4,000m 到達。 '84, インドーCB 31 l 
峰 (6,096m) 西面初登攀。〕

“ト 0るし
織由博志 (36) 装備アルパインガイド〔ヨーロッ：
パアルプス。アラスカーハンチントン西壁 (3,731m), j 
マッキンレー (6,194 m) 登頂 3 回。 '81, チョーオュ i
- (8,201 m) 南稜 7,000m 到達。 '84, ガウリシャ；
ンカール (7,134m) 東南稜 6, 700m 到達。〕 : 

すf e Cよひこ鈴木清彦 (30) 登攀装備運動具店勤務〔’77 • : ， フロ：

ードピーク (8,047 m) 7, 800 m 到達。 ’79, マッキン：
: 

レー (6,194 m) 南披 5,600m 到達。 '80, ガウリ シ i
ャンカール (7, 134m) 6, 700m 到達。 '84, ガウリシ i

: 

窃みつぐ , : ャ ンカール (7,010m) 南峰初登頂。）

貢 (29) 燃料会社員 (’83，クスムカングルー l
(6,369 m) 6,000 m 到達。 '84, カンチェンジュンガ i
(8,598 m) 8,300 m 到達。 '85, チョーオュー (8,201 i 

.,................................................................................................,................................................................................................ 
る
。
広
げ
た
す
き
間
の
底
に
滑
走
面
材

を
入
れ
る
。

そ
れ
か
ら
、
す
き
間
に
グ
ラ
ス
フ
ァ

イ
パ
ー
を
お
し
込
み、

上
面
に
グ
ラ
ス

フ

ァ
イ
パ
ー
を
エ
ボ
キ
シ
で
接
粁し
て

硬
化
さ
せ
れ
ば
よ
い
。

フ
ィ
ー
ゲ
ル
の
基
本
設
計
と
し
て
要

求
さ
れ
る
機
械
特
性
と
、
そ
の
対
応

ま
、

①
ス
キ
ー
は
長
い
も
の
も、

短
い
も
の

も
人
が
乗
っ
た
と
き
の
た
わ
み
の
カ

ー
プ
は
同
一
に
す
る
。

②
曲
げ
剛
性
は
、

お
お
よ
そ
ス
キ
ー
の

厚
さ
の
三
乗
に
比
例
す
る
。

③
残
雪
の
シ
ー
ズ
ン
は
雪
の
間
に
石
が

出
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
尖
っ
た
石

を
踏
ん
で
行
く
に
は

、

中
芯
が
硬
い

木
材
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
）
8
 

®
ス
キ
ー
の
前
半
部
が
雪
か
ら
受
け
る
(

曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
の
大
き
さ
と
後
半

部
の
そ
れ
と
は
近
似
す
る
よ
う
に
す

る
。

®
前
記
④
の
記
載
と
は
別
に
、
フ
ィ
ー

ゲ
ル
の
よ
う
に
短
い
場
合
は、

足
を

捻
る
方
法
で
繰
作
す
る
技
術
が
有
効

で
あ
る
。

こ
の
湯
合
は
サ
イ
ド
カー
プ
は
不
要

で
あ
る
。

©
短
く
な
る
と
慣
性
能
率
が
小
さ
く
な

っ
て
ス
キ
ー
が
振
動
す
る
こ
と
が
あ

る
。

使
い
馴
れ
れ
ば
解
消
す
る
が、

先
端

に
一
0
0
Y
程
度
の
お
も
り
を
付
け

る
と
治
る
。

当
日
の
参
会
者
は
二
十
三
名
で
あ
っ

た
。
（

松
丸
秀
夫
）



―
―
東
鳥
海
山
々
行
[
い

信
仰
の
山
と
し
て

、

か
つ
て
賑
わ
っ

た
県
南
部
に
位
骰
す
る
東
屈
海
山
（
七

七
七
＂
い
）
を、

去
る
六
月
二
十
八
日
支

部
山
行
と
し

て
実
施
し
た
。

地
元
で
は
権
現
山
と
呼
ん
で
親
し
ま

）
れ

、

山
頂
近
く
に
坂
上
田
村
麻
呂
が
創

可認
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
東
鳥
海山神
社

物便
が
記
ら
れ
て
い
る
。

螂種
対
岸
の
雄
勝
町
方
面
か
ら
眺
め
る
と

三⑧
鳥
海
山
に
似
て
お
り
、
西
に
架
え
る
烏

2
0
海
山
（
西
鳥
海
山
）
に
対
し
て
名
付
け

ー

ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

．

因
み
に
、
南
鳥
海
山
は
神
室
山
、
北

7
 

9
8
鳥
海
山
は
賦
昼
岳
を
指
し

て
い
る
。

ーi

山
頂
ま
で
林
道
も
延
び
て
い
る
が

、

。

昔
を
偲
ん
で
里
宮
の
あ
る
中
山
口
か
ら

5
 

山

登
っ
て
み
た
。

一
福
岡
支
部
近
況

三
月
二
十
九
日

、

総
会
を
開
催
（
出

席
者
3
5名
、
委
任
3
0名
）
し

、

支
部
規

約
と
支
部
長
権
藤
太
郎、

副
支
部
長
吉

村
健
児
そ
の
他
役
員
が
決
定
し
ま
し

た
。
引
続
き
親
睦
会
に
移
り、

会
員
一

同
福
岡
支
部
再
建
に
出
発
し
ま
し
た
。

四
月
以
降

、

毎
月
一
回
役
員
会
を
開

き
会
員
相
互
の
連
絡

、

本
部
か
ら
の
事

務
処
理
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。
去
る
六

月
十
三
、
十
四
日
に
は
英
彦
山
登
山
を

行
な
い

、

英
彦
山
国
民
宿
舎
で
遅
く
ま

で
楽
し
い
会
話
が
続
き

、

十
四
日
英
彦

山
に
登
り
ま
し
た
。

（事
務
局
長
・

深
田
泰
三
）

午
前
六
時
一
二
十
分

、

岡
田
支
部
長
宅
れ
る
熊
本
県
五
木
村
。
か
つ
て
は
秘
境
え
て
夏
草
が
生
い
茂
り

、

い
き
な
り
薮
道
を
登
る
。
甚
ノ
助
ヒ
ュ
ッ
テ
珀
十
時

を
車
が
出
発
し

、

登
山
口
で
も
あ
る
里
と
い
わ
れ
た
こ
の
地
域
の
山
々
も
近
年
コ
ギ
を
強
い
ら
れ
る
。
尾
根
に
沿
っ
た
二
十
分

、

黒
ポ
コ
岩
十
二
時
十
五
分
、

宮
に
詣
で

、

田
村
宮
司
よ
り
神
社
の
由
は
伐
採

、

造
林
が
進
み

、

昔
日
の
面
影
級
や
か
な
道
を

、

ス
ズ
タ
ケ
を
か
き
分
室
堂
に
は
十
三
時
過
、
全
員
無
事
到
着

来
や
道
路
状
況
等
を
教
示
し

て
頂
く
。
は
日
に
日
に
う
す
れ
て
い
る
。
林
道
が
け

、

ク
モ
の
巣
を
小
枝
で
払い
な
が
ら
し
た
。

九
時
三
十
分
、
果
桐
園
を
横
切
っ
て
山
奥
ま
で
延
び
る
に
つ
れ
て
訪
れ
る
登
進
み、

最
後
に
石
灰
岩
の
点
在
す
る
念
弥
陀
ヶ
原
付
近
で
は
急
に
霧
が
晴

杉
林
を
行
く

と
問
も
な
く
烏
居
に
出、

山
者
も
多
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
九
斜
面
を
登
り
つ
め、

登
山
口
か
ら
一
一
時
れ
、
別
山
と
最
高
峰
御
前
峰
が
眺
め
ら

こ
こ

か
ら
堰
堤
の
少
し
上
ま
で
続
い
て
重

、

阿
蘇
等
に
比
べ
る
と
登
山
者
の
数
間
程
で
一
等
一
＿
一
角
点
の
頂
上
へ
。
れ
た
。
そ
の
美
し
さ
に
皆
歓
声
を
上
げ

い
る
林
道
を
歩
く
。
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い
少
な
フ
キ
の
密
生
し
た
周
り
を
雑
林
に
囲
た
。

林
道
終
点
か
ら
杉
林
と
な
り、

や
が
く
、
そ
れ
だ
け
静
か
な
山
旅
が
楽
し
め
ま
れ
た
頂
上
は

、

展
望
も
わ
ず
か
に
開
高
山
植
物
に
は
や
や
遅
い
時
期
で
は

て
つ
づ
ら
折
り
の
急
坂
と
な
っ
て
上
部
る
。
け
る
だ
け
で

、

風
も
な
く
む
し
暑
い
。
あ
っ
た
が

、

満
開
の
ハ
ク
サ
ン
ト

リ
カ

の
尾
根
ま
で
続
く
。
途
中、

キ
イ
チ
ゴ
今
回
は
こ
の
五
木
村
の
西
北
に
な
だ
日
ざ
し
も
強

く

な
り
だ
し
た
の
で
長
居
プ
ト
や
ミ
ヤ
マ
シ
シ
ウ
ド
が
小
雨
に
濡

と
ク
ワ
の
実
の
群
生
が
あ
り
、
一
同
群
ら
か
な
山
容
を
見
せ
る
白
髪
岳
（
一

ー
ー
は
無
用
と
直
ち
に
下
山
。
帰
り
は
登
山
れ
て
一
陪
色
鮮
や
か
で、

登
り
の
つ
ら

が
っ
て
中
々
前
進
せ
ず
。
登
る
に
つ
れ
四
四

2
い
）
に
登
っ
た
。
白
髪
と
い
う
名
口
ま
で
一
気
に
下
る
。
こ
の
あ
と
近
く
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
た
。

眺
望
が
開
け
、
眼
下
に
雄
勝
の
村
落
が
か
ら

、

い
か
に
も

魔
女
伝
説
で
も
あ
り
の
白
滝
自
然
公
園
へ
と
廻
り
、
銀
光
客
夜
半
よ
り
強
く
な
っ
た
風
雨
は
朝
に

広
が
る
様
に
疲
れ
を
癒
す
。
そ
う
だ
が
そ
れ
ら
し
き
話
は
見
当
ら
な
で
賑
う
涼
し
い
渓
谷
で
遅
い
昼
食
を
と
な
っ
て
も
止
ま
ず

、

全
員
で
の
御
前
峰

尾
根
に
出
て
少
し
行
く
と
関
口
側
か
い
。
山
の
あ
ち
こ
ち
に
点
在
す
る
白

い

っ
た
。
登
頂
は
あ
き
ら
め
た
。
九
時
過
ぎ

、

別

ら
の
林
道
と
交
わ
り、

そ
の
ま
ま
旧
道
石
灰
岩
と
関
連
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な

参
加
者

奥
野
正
亥

、

西
沢
健
一
、
石
当
出
合
に
無
事
下
山
し
た
頃
に
は
時

を
進
む
と
樹
林
の
中
の
古
い
石
段
と
な
い
。
井
久
夫

、

田
上
敏
行

、

和
仁
古
昇
、
大

折
、

青
空
も
の
ぞ
く
天
気
と

な
っ
た
。
）

る
。
や
が
て
神
翌
地
ら
し
い
広
く
平
坦
八
月
八
日

、

五
木
村
の
北
の
入
口
に
木
野
徳
敏
・

マ
ツ
子

、

河
上
洋
子

、

鶴
白
峰
温
泉
で
汗
を
流
し

、

最
年
少
の

(

•
-
ぺ
っ
と
う

な
う
っ
蒼
と
し
た
杉
・

プ
ナ
の
茂
る
本
あ
た
る
子
別
峠
の
近
く
に
あ
る
民
宿
に
田
佐
知
子
（

田
上
敏
行
）
盤
指
あ
き
子
ち
ゃ
ん
の
音
頭
で
乾
杯

殿
に
出
る
。
集
合
。
こ
の
辺
り
は
椋
高
千
切
に
近
い

し
、

白
山
の
感
想
や、

来
年
の
山
行
の

希
望
に
花
が
咲
い
た
。
帰
路、

永
平
寺

支
部
便
り

山
陰
支
部
に
お
参
り
し
、

二
十
四
日
早
朝、
米
子

本
殿
の
哀
か
ら
水
場
へ
の
道
と
分
か
準
平
原
状
の
高
地
で、

夏
で
も
最
高
気

＿
＿

れ
て
林
道
を
行
き

、

正
午
過
ぎ
三
角
点
温
は
二
二
i

三
度
と
涼
し
く

、

近
年
は

の
あ
る
山
頂
に
全
員到
粁
す
る
。
こ
の
こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
を
利
用
し
て
整
山
陰
支
部
で
は

、

八
月
二
十
二
、
二
に
帰
っ
た
。

少
し
先
に
眺
望
の
良
い
場
所
が
あ
り

、

備
、
公
園
化
が
進
め
ら
れ

、

新
し
い
五
十

三
日
の
両
日
「
加
賀
の
白
山
」
行
を

参
加
会
員
盤
指
、
井

上
、
篠
原

、

飛

栗
駒
、

焼
石
等
の
奥
羽
の
山
々
や
県
南
木
観
光
の
目
玉
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
実
施
し
た
。
過
去、

上
店
地

、

九
重
田

、

影
山

、

佐
藤

、

中
井

、

山
岡

、

長

の
広
大
な
田
作
地
帯
が
望
ま
れ

、

久
方
る
所
で
あ
る
。
そ
の
夜
は
下
界
の
暑
さ

山
、
尾
瀬
・

隧
ヶ
岳
と
毎
年山
行
ツ
ア
田
（

長
田
）

国

ぶ
り
に
好
天
に
恵
ま
れ
た
楽
し
い
支
部
を

忘
れ
て

、

所
狭
し

と
並
ん
だ
山
の
幸

ー
を

お
こ
な
い

、

今
年
で
四
回
目
。

山
行
と

な
っ
た
。
を
肴
に
夜
が
更
け
る
ま
で
歓
談
。
翌
九
山
岳
信
仰
の
代
表
的
な
盤
山
と
あ
っ

参
加
者

岡
田
光
行

、

佐
藤
兼
治、

柳
日
は
睛
。
朝
の
日
ざ
し
の
中
を
マ
イ
カ
て
参
加
者
が
多
く

、

七
十
歳
の
高
齢
者

谷
正
義、

北
林
嘉
鶴
子、

打
矢
道
雄、

ー
を
連
ね
て

、

夜
半
の
雨
で
し
っ
と
り
か
ら
五
歳
の
女
児
ま
で、

老
若
男
女
五

九
月
理
事
会

小
笠
原
義
雄

、

佐
々
木
民
秀、

会
貝
外
と
濡
れ
た

林
道
を
走
る
。
林
道
が
白
髪
十
六

人
。
山
岳
会
員
九
人
を
加
え
計
六

9

月
1
0日
午
後
6

時
3
0分

・
・・
佐
藤
（

佐
々
木
民
秀）
岳
か
ら
北
西
に
延
び
る
尾
根
を
ま
い
て
十
五

人
の
大
ツ
ア
ー

と
な
っ
た
。
楊
所
本
会
ル
ー
ム

ゆ
く
辺
り
で
車
を
捨
て、

尾
根
に
取
り
二
十
一
日
夕

、

米
子
を
出
発

、

二
十

出
席
者

今
西
会
長

、

大
塚

、

村
木
両

―
―熊
本
支
部
夏
季
例
会
付
く
。
二
日
朝

、
市
ノ
瀬
沼
。
別
当
出
合
発
七
副
会
長
。
鴫
原

、
橋
本、
大
橋、

松

哀
調
を
お
び
た
子
守
唄
の
里
で
知
ら
こ
の
時
期

、

登
山
者
は
少
な
い
と
み
時
四
十
分
、

霧
と
小
雨
の
降
る
砂
防
新
永

、

太
田

、

岡
沢

、

田
部
井

、

織
田



2
0
沢

、

関
塚

、

浜
口

、

新
井

、

小
林

、

西

．

村
、

勝
山
各
理
事
。
太
田
監
事
。
松

ー

・

田
、

平
林
、
小
倉
各
評
議
員
。

委
任
鈴
木
、
大
森
各
理
事
。
山
本
監

7
 
8
 

, 
4

事
。

, 
®
報
告
事
項

D
 
5
 

山
▼

常
務
理
事
会
報
告
が
鴫
原
理
事
よ
り

『
あ
っ
た
。

細
▼
委
員
会
報
告

虹
▽
婦
人
懇
談
会
九
月
五
日
に
ピ
ア
パ

頭
ー
テ
ィ
を
開
催

、

参
加
者
八
十
四
名
。

償
▽
会
報
会
報
の
活
字
の
大
き
さ
を8

ボ
イ
ン
ト
か
ら
9

ボ
に
順
次
改
め
て
い

く
予
定
。

▽
三
国
登
山
現
在
各
企
業
に
現
物
の

提
供
を
お
願
い
し
て
い
る
。
九
月
八
日

現
在
の
募
金
状
況
は

、

三
ー
一
人
で

三
、

四
0
三

、

一
0
0
円
で
あ
る
。
隊

員
発
表
は
十
月
十
日
の
予
定
。

▽
図
書
石
田
吟
松
画
伯
の
迪
族
の
方

よ
り
画
帖
を
寄
贈
し
た
い
旨
の
話
が
あ

り

、
お
受
け
す
る
。

▽
山
研
今
年
も
利
用
者
が
少
な
か
っ

た
。

▽
山
日
記
昨
年
同
様
の
手
帳
形
の
も

の
を
十
二
月
五
日
ま
で
に
刊
行
す
る
。

▽
自
然
保
護
十
一
月

十
四
、
十
五
日

に
自
然
保
護
全
国
大
会
を
八
王
子
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
て
開
催
す
る
予
定
。

▽
医
療
十
一
月
十
三

し
十
五
日
に
信

州
大
学
で
高
所
医
学
、
科
学
に
関
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
予
定
。

▽
財
務
支
部
還
元
金
に
つ
い
て
追
加

説
明
が
あ
っ
た
。

▼
大
塚
副
会
長
よ
り
三
国
合
同
坐
山

隊
員
の
決
定
の
た
め

、

十
月
九
日
に
臨

‘,’ 
月
, ( 

2
日
婦
人
懇
談
会
、
三
水
会
出
版
パ

ー
テ
ィ

3
日
常
務
理
事
会

5
3
日
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ

7
1

日
総
務
委
員
会

8
日
海
外
委
員
会

、

科
学
委
員
会
講

演
会

1
0
日
理
事
会

1
1日
自
然
保
護
委
事
務
局
会
議

1
6
日
三
水
会

、

青
年
懇
談
会

、

山
研

委
員
会

1
7日
自
然
保
護
委

員
会

、

学
生
部

1
8日
科
学
委

員
会

2
1日
囮
書
委
員
会

、

総
務
委
員
会

、

資
料
委
員
会

2
2日
自
然
保
護
委
員
会

2
8
日
在
京
評
議
員
会
、
フ
ィ
ル
ム
委

員
会

、

山
岳
（
索
引
）
委
員
会

2
9
日
フ
ラ
ン
ス
山
岳
映
画
の
夕
（
海

外
委
）

9

月
来
奎
者
4
3
9
名

., ....

. ,' .. 
会
員
異
動

...

..

.
 

‘ 
.....
.
 

‘,‘99 

物
故

福
士
秀
夫
（
七
九
六
三
）

8

月
5
日

江
波
戸
俊
弥
（
ニ
ー
六
八
）
6
月
2
4日

終
身
会
員
へ

一
島
昌
夫
（
六
一
ー
五
）

時
理
事
会
を
予
定

、

そ
の
場
合
欠
席
す

る
理
事
は
委
任
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
以
上

(10) 
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日
時

十
二
月
二
十
日
（
日
）

午
前
九
時
三
十
分
に
鳥
沢
駅
集
合

場
所

倉
岳
山
（
歩
行
五
時
間
）

申
込
み
・
問
い
合
せ
集
会
委
・
神
山

良
雄
（
自
宅
密
0
3
,
3
8
ょ
さ
8
2
)

集
会
委
員
会

I
‘

、
ノ
し
2

<

r
/
‘
‘
、
ノ
｀
’
し

‘

‘
,
r
'
‘

,
1
,
1
,
1

,
＇

4

,
_

9

一
周
（
ウ
ダ
イ
プ
ー
ル
基
点
）

期
間
約

1
6日
、
費
用
約
3
5
万
円

O
B
n

ー
ス
チ
ャ
ン
バ
地
方
の
ダ

婦
人
懇
談
会
で
は
来
年
七
・

八
月
ウ
ラ
ダ
ー
ル
山
群
を
横
断
し
ウ
ダ

に
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
登
山
と
ト
レ
イ
プ
ー
ル
ヘ

ッ

キ
ン
グ
を
企
画
し
ま
し
た
。
期
間
約

1
6日
、
費
用

約
4
0
万
円
、

＊
登
山
隊

（女
子
会
員
の
み
）

0
c
コ
ー
ス
ラ
ダ
ッ
ク
或
は
マ
ナ

～

、
山

M
t
.S
h
i
v
a六一
四
―
-
＂
ぃ
リ
周
辺
を
考
慮
中

＾

期
間
約

2
6日
、
費
用
約

5
0万
円
期
間
7
ー

1
0日

{

＊
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
隊

（男
性
会
員
の
参
加

※
資
料
請
求
は
ハ
ガ
キ
で
婦
人
懇
談

{

一
〉
大
歓
迎
）
会
宛
お
願
い
し
ま
す

O
A
コ

ー
ス
メ
ン

ト
ー
サ
山
群
を
参
加
申
込
グ
切

8
8年
1

月
1
5
日

｛

r
i
l
;

！
ー
~
'
‘
t
;
;；
~
；
＼婦人
懇
談
会し

~--令 場
（ 所

8
8年
夏
の
登
山
と

ト
レ
ッ
キ
ン
グ

日
時

日
時

場
所

十
二
月
十
二
日
（
士
）

午
後
五
時
i

七
時

日
本
山
岳
会
集
会
室

®
忘

年

会

* 

テ
ー
マ

三
国
合
同
登
山
隊
の
登
攀
夕

ク
テ
ィ
ク
ス
と
問
題
点
に
つ
い

て1
2月
1
9
1
3
（
土）1
7
時3
0分
よ
り

日
本
山
岳
会
集
会
室

高
所
窒
山
研
究
委
員
会

®
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

舎 234--6659

しもこ
ておの
い知電
まら話
すせで

＠
現
地
小
集
会

*
 

®
青
懇
の
忘
年
会

毎
年
恒
例
の

、

ア
ッ
と
驚
く
料
理
で

お
馴
染
み
の
青
年
懇
談
会
忘
年
会
は

左
記
の
と
お
り
開
か
れ
ま
す
。

日
時

＋
―
-
月
十
九
日
（
土
）

午
後
七
時
よ
り

ル
ー
ム
に
て

三
八
0
0
円
で

青
年
懇
談
会

場
所

会
費

会
費

―
―
千
円

集
会
委
員
会
・
婦
人
懇
談
会

* 

...... 

r
・
・
・
・
・
お
願
い
・
・
・

i

フ
ィ
ル
ム
委
で
は
外
国
か
ら
の
お

i

苓
令様
を
対
象
に
し
た
「
日
本
の
山
」

i

芦
蘊
介
出
来
る
よ
う
に
、
北
海
道
か
i

T
ら
九
州
ま
で
の
山
の
ス
ラ
イ
ド
を
集

i

iめ
て
お
り
ま
す
。
遠
隔
の
地
方
ま
で

i

ぷ
T
々
集
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
地
方
支
~

i部
会
員
の
皆
様
方
に
そ
の
地
方
の
い

i

i
い
山
を
ご
紹
介
し
て
下
さ
る
よ
う
お

i

エ
カ添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

~
当
方
の
希
望
は

、

i①
3
5
ミ
＂
横
画
面
の
ス
ラ
イ
ド

、

②
山

i

一
の
形
が
は
っ
き
り
と
写
っ
て
い
る

i

i
も
の

｀

③
四
季
を
問
い
ま
せ
ん
。

一

~
な
お

、

会
で
使
用
す
る
も
の
で
す

i

i
か
ら
報
酬
は
お
支
払
い
い
た
し
か
ね

i

ご
王
9
が

、

デ
ュ
ー
プ
さ
せ
て
い
た
だ

i

iき
原
版
は
お
返
し
し
ま
す
。

i
地
元
の
山
を
紹
介
す
る
チ
ャ
ン
ス

i

一で
す

、

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
一

ば
し
ま
す
。
又
こ
の
計
画
に
興
味
を

一

ば
持
た
れ
る
方
は
お
申
越
し
下
さ
い
。
~

フ
ィ
ル
ム
委
員
会

・・
・
・
・
・
~

r
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
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昭
和
六
十
＿
一
年
十
一
月
二
十
日
発
行

1
0
2東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
五ー
四

サ
ン
ビ
ュ
ウ
ハ
イ
ツ
四
番
町

発
行
所
購
日
本
山
岳
会

発
行
者
今
西
寿
雄

編
集
代
表
岡
沢
祐
吉

電
話
東
京

(2
6
1
)
四
四
三
三

捩
彗
口
座
東
京
三
ー
四
八
＿
＿
九
警

東
京
都
港
区
赤
坂
一
ー
―-
T
六

赤
坂
グ
レ
ー
K
ビ
ル

株
式
会
社
技
報
堂

印
刷
所

(11) 
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